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● お買い上げありがとうございました。取扱説明書 ● ご使用前に必ずお読みいただき大切に保管してください。



安全上安全上安全上安全上ののののご注ご注ご注ご注意意意意

　　　　注注注注意意意意

●交流１００Ｖ以外では使用しないでください。火災・感電・故障の原因となることがあ
ります。

●必ずアース線を接続してください。感電や誤動作の原因となることがあります。

●雷が発生したときはこの装置や接続ケーブルに触れないでください。感電の原因となる
ことがあります。

●この装置を分解・改造しないでください。火災・感電・故障の原因となることがありま
す。

●電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、
はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したりしないでください。電源コードが破
損し、火災・感電の原因となることがあります。

●濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。

●開口部から内部に金属や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりし
ないでください。火災・感電・故障の原因となることがあります。

●水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所に設置しないでください。火災・感電・
故障の原因となることがあります。

●直射日光のあたるところや温度の高いところに設置しないでください。内部の温度が上
がり、火災の原因となることがあります。

●振動・衝撃の多い場所や不安定な場所に設置しないでください。落下して、ケガ・故障
の原因となることがあります。

●この装置を壁面に取り付ける場合は、本体および接続ケーブルの重みにより落下しない
よう確実に取り付け設置してください。ケガ・故障の原因となることがあります。

●ツイストペアポートに１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ以外の機器を接続しな
いでください。火災・感電・故障の原因となることがあります。

●ご注意

１．お客様の本取扱説明書に従わない操作に起因する損害およびこの装置の故障・誤動作などの要因によ

って通信の機会を逸したために生じた損害については、弊社はその責任を負いかねますのでご了承くださ

い。

２．本書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A 情報技術装置で

す。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切

な対策を講ずるよう要求さることがあります。

！
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使用上のご注意

●内部の点検・修理は販売店にご依頼ください。

●商用電源は必ず本装置の近くで、取り扱いやすいところからお取りください。

●この装置の電源を切るときは電源コードをはずしてください。

●この装置を清掃する際は、その前に電源コードをはずしてください。

●仕様限界をこえると誤動作の原因となりますので、ご注意ください。

●ＲＪ４５コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュ
ラプラグの金属端子に触れたり、帯電したものを近づけたりしないでください。静電気
により故障の原因となることがあります。

●コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュラプラグをカーペットなどの帯
電するものの上や近辺に放置しないでください。静電気により故障の原因となることが
あります。

※本書に記載されています会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。
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お客様へ

ｺﾏﾝﾄﾞの追加や、設定例の追加、ｿﾌﾄｳｪｱのﾘﾘｰｽ情報等を、下記 URL で

公開しておりますので、一度ご確認ください。

http://www.mno.co.jp/
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１１１１．．．．ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸ設設設設定概定概定概定概要要要要

　　　まず、この章で概要を掴んでください。そして、第 4章以降に説明しますｺﾏﾝﾄﾞ解説

　　　を読んでいただければ幸いです。

　　　今回、

(1) L2 として使い、上位の L3 ｽｲｯﾁでﾙｰﾃｨﾝｸﾞさせる。

ここで、Tag-VLAN の概念がご理解できると思います。

(2)単体で L3 ｽｲｯﾁとして動作させます。

 VLAN に IP を割り振り、ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙに RIP を使っております。

(3)最後に、Switch-M24L3 を 3 台接続し、L3 ｽｲｯﾁ同士でのﾙｰﾃｨﾝｸﾞ情報の更新

をさせます。ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙに OSPF を使っております。
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１．１１．１１．１１．１ Switch-M24L Switch-M24L Switch-M24L Switch-M24L3333 をををを LLLL2222 ｽｲｽｲｽｲｽｲｯｯｯｯﾁﾁﾁﾁととととしししして使て使て使て使わわわわれれれれるるるる時時時時

　　　　上位の L3 ｽｲｯﾁでﾙｰﾃｨﾝｸﾞさせ、Switch-M24L3 を L2 として動作させる場合を考えま

　　　　す。下記に設定内容を箇条書きに記します。

(1) 上位のｽｲｯﾁとはﾎﾟｰﾄ 24 接続します。

(2) IEEE802.1Q ﾀｸﾞ VLAN を使ってﾙｰﾃｨﾝｸﾞさせます。

(3) vlan10 には VLANID=10、1 ﾎﾟｰﾄ～12 ﾎﾟｰﾄと 24 ﾎﾟｰﾄを属させます。

(4) vlan20 には VLANID=20、13 ﾎﾟｰﾄ～24 ﾎﾟｰﾄを属させます。

以上の設定を下記に示します。ﾊﾟｿｺﾝで VT100 ｴﾐｭﾚｰﾀ(ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ等)を起動させ、

付属のｺﾝｿｰﾙｹｰﾌﾞﾙで Switch-M24L3 のｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄに接続してください。

Login ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが出てきますが、2回ﾘﾀｰﾝｷｰを入力してください。最初はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞな

しで Login できます。

MN33240# config vlan default delete 1-26

MN33240# create vlan vlan10 tag 10

MN33240# create vlan vlan20 tag 20

MN33240# config vlan vlan10 add untagged 1-12

MN33240# config vlan vlan10 add tagged 24

MN33240# config vlan vlan20 add untagged 13-23

MN33240# config vlan vlan20 add tagged 24

MN33240# save

これで設定は終了です。

設定のﾎﾟ設定のﾎﾟ設定のﾎﾟ設定のﾎﾟｲｲｲｲﾝﾝﾝﾝﾄﾄﾄﾄ

・ まず第１に、create ｺﾏﾝﾄﾞで作成します。

・ 次に、config ｺﾏﾝﾄﾞで create したものを編集します。

・ default VLAN は最初から create されていますので編集だけです。

・ save ｺﾏﾝﾄﾞで設定をﾒﾓﾘに保存してください。

上位の L3 ｽｲｯﾁ

vlan10 vlan20
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１．２１．２１．２１．２    SSSSwitch-M24Lwitch-M24Lwitch-M24Lwitch-M24L3333 をををを単単単単独独独独でででで LLLL3333 ｽｽｽｽｲｲｲｲｯﾁとｯﾁとｯﾁとｯﾁとししししてててておおおお使い使い使い使いににににななななるるるる場場場場合合合合

では、下記に設定内容を箇条書きに記します。先ほどの例を少し応用します。

(1) VLAN10 には VLANID=10、1 ﾎﾟｰﾄ～12 ﾎﾟｰﾄを属させます。全て untag ﾎﾟｰﾄにし

ます。

(2) VLAN20 には VLANID=20、13 ﾎﾟｰﾄ～24 ﾎﾟｰﾄを属させます。全て untag ﾎﾟｰﾄにし

ます。

(3) VLAN10 と VLAN20 の間は、機器本体内部でﾙｰﾃｨﾝｸﾞさせます(RIP)。

先ほどの設定を工場出荷時にもどしてから開始します。

MN33240# reset system

MN33240# config vlan default delete 1-26

MN33240# create vlan vlan10 tag 10

MN33240# create vlan vlan20 tag 20

MN33240# config vlan vlan10 add untagged 1-12

MN33240# config vlan vlan20 add untagged 13-24

MN33240# create ipif net10 192.168.1.1/24 vlan10 state enabled

MN33240# create ipif net20 192.168.2.1/24 vlan20 state enabled

MN33240# enable rip

MN33240# config rip ipif net10 tx_mode v1_only rx_mode v1_and_v2

         state enabled

MN33240# config rip ipif net20 tx_mode v1_only rx_mode v1_and_v2

         state enabled

MN33240# save

確認するｺﾏﾝﾄﾞは殆どの場合 show ｺﾏﾝﾄﾞです。設定が終わったら実行してみてくだ

さい。

MN33240# show vlan

MN33240# show ipif

MN33240# show iproute

MN33240# show rip

MN33240# ping ***.***.***.***

VLANID=20,vlan20

192.168.20.1/24,net20

VLANID=10,vlan10

192.168.10.1/24,net10

RIP
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設定のﾎﾟ設定のﾎﾟ設定のﾎﾟ設定のﾎﾟｲｲｲｲﾝﾝﾝﾝﾄﾄﾄﾄ

・ 確認するｺﾏﾝﾄﾞは show ｺﾏﾝﾄﾞです。

・ create や config ｺﾏﾝﾄﾞで色々設定しても、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙはｺﾏﾝﾄﾞ enable ｺﾏﾝﾄﾞを

実行しないと動作しない場合があります。
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１１１１．．．．３３３３    Switch-M24LSwitch-M24LSwitch-M24LSwitch-M24L3333 をををを 3333 台台台台使使使使っっっってててて LLLL3333 ｽｽｽｽｲｯﾁｲｯﾁｲｯﾁｲｯﾁととととししししててててお使お使お使お使いいいいににににななななるるるる場場場場合合合合

(1) vlanid、vlan 名、ip-network 等は、上図の通りとします。

(2) ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙに OSPF を使います。一部、static、RIP を使います。

では、M24L3-A から M24L3-C の順に設定を記述します。

M24L30AM24L30AM24L30AM24L30A::::

MN33240# config vlan default delete 1-26

MN33240# create vlan vlan20 tag 20

MN33240# config vlan vlan20 add untagged 1-4

MN33240# create ipif net20 20.1.1.1/8 vlan20 state enabled

MN33240# create vlan vlan30 tag 30

MN33240# config vlan vlan30 add untagged 5-8

MN33240# create ipif net30 30.1.1.1/8 vlan30 state enabled

MN33240# create vlan vlan40 tag 40

MN33240# config vlan vlan40 add untagged 9-12

MN33240# create ipif net40 40.1.1.1/8 vlan40 state enabled

MN33240# create vlan vlan50 tag 50

MN33240# config vlan vlan50 add untagged 13-16

MN33240# create ipif net50 50.1.1.1/8 vlan50 state enabled

MN33240# create vlan vlan60 tag 60

MN33240# config vlan vlan60 add untagged 17-20

MN33240# create ipif net60 60.1.1.1/8 vlan60 state enabled

MN33240# enable ospf

MN33240# config ospf ipif net20 state enabled

MN33240# config ospf ipif net30 state enabled

22220000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet2t2t2t20000
VVVVllllaaaannnniiiidddd====22220000,,,,vvvvllllaaaan2n2n2n20000

44440000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet4t4t4t40000
VVVVllllaaaannnniiiidddd====44440000,,,,vvvvllllaaaan4n4n4n40000

33330000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet3t3t3t30000

VVVVllllaaaannnniiiidddd====33330000,,,,vvvvllllaaaan3n3n3n30000
88880000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet8t8t8t80000

VVVVllllaaaannnniiiidddd====88880000,,,,vvvvllllaaaan8n8n8n80000

55550000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet5t5t5t50000
VVVVllllaaaannnniiiidddd====55550000,,,,vvvvllllaaaan5n5n5n50000

77770000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet7t7t7t70000
VVVVllllaaaannnniiiidddd====77770000,,,,vvvvllllaaaan7n7n7n70000

99990000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet9t9t9t90000
VVVVllllaaaannnniiiidddd====99990000,,,,vvvvllllaaaan9n9n9n90000

66660000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnneeeet6t6t6t60000
VVVVllllaaaannnniiiidddd====66660000,,,,vvvvllllaaaan6n6n6n60000

111100000000....1111....1111....1111////8888,,,,nnnnetetetet111100000000
VVVVllllaaaannnniiiidddd====111100000000,,,,vvvvllllanananan111100000000

M24L3-M24L3-M24L3-M24L3-AAAA

M24L3-M24L3-M24L3-M24L3-CCCC

M24L3-M24L3-M24L3-M24L3-BBBB
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MN33240# config ospf ipif net50 state enabled

MN33240# config ospf ipif net60 state enabled

MN33240# create ospf area 1.0.0.0 type stub stub_summary enable

MN33240# config ospf ipif net30 area 1.0.0.0

MN33240# create iproute 33.1.1.1/8 30.2.1.1

MN33240# create route redistribute dst ospf src rip mettype 1

MN33240# create route redistribute dst ospf src local mettype 1

MN33240# create route redistribute dst ospf src static mettype 1

MN33240# create route redistribute dst rip src ospf all

MN33240# enable rip

MN33240# config rip ipif net40 tx_mode v1_only rx_mode v1_and_v2

         state enabled

MN33240# save

M24L3-BM24L3-BM24L3-BM24L3-B::::

MN33240# config vlan default delete 1-26

MN33240# create vlan vlan60 tag 60

MN33240# config vlan vlan60 add untagged 1-4

MN33240# create ipif net60 60.2.1.1/8 vlan60 state enabled

MN33240# create vlan vlan70 tag 70

MN33240# config vlan vlan70 add untagged 5-8

MN33240# create ipif net70 70.2.1.1/8 vlan70 state enabled

MN33240# create vlan vlan80 tag 80

MN33240# config vlan vlan80 add untagged 9-12

MN33240# create ipif net80 80.2.1.1/8 vlan80 state enabled

MN33240# create vlan vlan90 tag 90

MN33240# config vlan vlan90 add untagged 13-16

MN33240# create ipif net90 90.2.1.1/8 vlan90 state enabled

MN33240# enable ospf

MN33240# config ospf ipif net60 state enabled

MN33240# config ospf ipif net70 state enabled

MN33240# config ospf ipif net80 state enabled

MN33240# config ospf ipif net90 state enabled

MN33240# save

M24L3-CM24L3-CM24L3-CM24L3-C::::

MN33240# config vlan default delete 1-26

MN33240# create vlan vlan80 tag 80
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MN33240# config vlan vlan80 add untagged 1-4

MN33240# create ipif net80 80.3.1.1/8 vlan80 state enabled

MN33240# create vlan vlan90 tag 90

MN33240# config vlan vlan90 add untagged 5-8

MN33240# create ipif net90 90.3.1.1/8 vlan90 state enabled

MN33240# create vlan vlan100 tag 100

MN33240# config vlan vlan100 add untagged 9-12

MN33240# create ipif net100 100.3.1.1/8 vlan100 state enabled

MN33240# enable ospf

MN33240# config ospf ipif net80 state enabled

MN33240# config ospf ipif net90 state enabled

MN33240# config ospf ipif net100 state enabled

MN33240# save

確認のﾎﾟ確認のﾎﾟ確認のﾎﾟ確認のﾎﾟｲｲｲｲﾝﾝﾝﾝﾄﾄﾄﾄ

・ show ｺﾏﾝﾄﾞで確認してみてください。

show ipif

show iproute

show ospf

・ その他、ping ｺﾏﾝﾄﾞで通信確認してみてください。

　　　　

　　　　最後に、Switch-M24L3 で設定した内容は、PC 側に TFTP Server をｲﾝｽﾄｰﾙすれば、

＃MN33240 upload configuration <TFTP Server IP address> <file_name>

で保管できます。また、ﾃｷｽﾄ形式ですので、ｺﾏﾝﾄﾞを確認することもできます。
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２．は２．は２．は２．はじじじじめめめめにににに

Switch-M24L3 は、本体のｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄもしくは、telnet から管理が可能です。

Command Line Interface(CLI)を使って、設定や管理を行ないます。

このﾏﾆｭｱﾙでは、CLI を使ったｺﾏﾝﾄﾞの解説を行ないます。
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２２２２．．．．１１１１    　ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ　ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ　ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ　ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄをををを使使使使うううう

Switch-M24L3 のｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄは、工場出荷時は以下の設定にしてあります。

(1) 通信速度  9,600bps

(2) ﾊﾟﾘﾃｨｰ    ﾉﾝﾊﾟﾘﾃｨｰ

(3) ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ  8bit

(4) STOP ﾋﾞｯﾄ  1bit

VT100 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝを持った PC 等を付属のｺﾝｿｰﾙｹｰﾌﾞﾙを使って Switch-M24L3 のｺﾝｿｰﾙ

ﾎﾟｰﾄに接続します。

その場合、PC側の通信条件は、Switch-M24L3 のｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄの設定に合わせてくだ

さい。

接続及び、PC側の通信条件設定が終わったら、電源を投入します。

図 1 自己診断画面

すると、図 1に示すような自己診断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが表示されます。もし、正しく表示し

ない場合は、PC側の通信条件や、ｺﾝｿｰﾙｹｰﾌﾞﾙの接続確認を行なってください。

Switch-M24L3 が稼動中の場合で、画面が表示しない場合は、Ctrl+r と入力してみ

てください。画面がﾘﾌﾚｯｼｭされますので、表示されます。
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工場出荷時は、ﾕｰｻﾞ名やﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定をしておりませんので、Enter ｷｰを 2 度入

力してください。すると、MN33240:4#ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが現れます(図 2参照)。

図 2 ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ画面
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２２２２．．．．２２２２    　ｽｲｯﾁ　ｽｲｯﾁ　ｽｲｯﾁ　ｽｲｯﾁのののの IP IP IP IP AAAAddresddresddresddresssss のののの設設設設定定定定

SNMP での Switch-M24L3 の管理や、その他の TCP/IP のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ(telnet 等)で通信

をしたい場合は、IP Address の設定をする必要があります。

Switch-M24L3 は工場出荷時に 10.90.90.90 という IP Address をもっておりますので、

この IP Address を現在の環境にあった IP Address に変更する必要があります。

また、Switch-M24L3 は工場での製造時に、ﾕﾆｰｸな Mac Address をつけております。

その Mac Address は変更できません。図 1に示すように、自己診断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ起動中に

表示されます。

Mac Address は自己診断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ起動時以外には、後に記述します Switch Information

menu でも確認する事が可能です。

では、Switch-M24L3 の default VLAN に IP Address を設定する方法を以下に簡単に

示します。詳しくは４章以降を参照してください。

MN33240:4# config ipif System ipaddress 192.168.1.254/24

　　　

この 1行で、Switch-M24L3 のﾃﾞﾌｫﾙﾄ VLAN の IP 設定が完了しました(図 3参照)。

図 3 IP Address 設定画面

ここで、注意していただきたい点としては、ﾃﾞﾌｫﾙﾄのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ名は System と”S”

が大文字にしておりますので、System と入力してください。
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３３３３．．．．CommaCommaCommaCommannnnd Lid Lid Lid Linnnne Ine Ine Ine Intttterfaerfaerfaerfacccceeee の概の概の概の概要要要要

Switch-M24L3 は、

・ｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄに接続した端末もしくは端末ｴﾐｭﾚｰﾀを搭載した PC

・Telnet ﾌﾟﾛﾄｺﾙを持った端末ｴﾐｭﾚｰﾀを搭載した PC

から管理することができます。

本章では、設定及び設定の変更、装置の稼動状況のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等をどのようにして行

なうかを説明します。

Switch-M24L3 の設定情報は、save ｺﾏﾝﾄﾞにより、不揮発性ﾒﾓﾘに保存されます。Save

ｺﾏﾝﾄﾞを実行せずに Reboot しますと、前回不揮発性ﾒﾓﾘに保存した設定情報が読み

込まれ起動します。

以下に、簡易的なｵﾝﾗｲﾝﾏﾆｭｱﾙの操作方法を説明します。
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３．３．３．３．１１１１　ｺﾏﾝﾄ　ｺﾏﾝﾄ　ｺﾏﾝﾄ　ｺﾏﾝﾄﾞ゙゙゙

(1) dir

ｺﾏﾝﾄﾞ一覧表示をさせます(図 4参照)。

・CTRL-C,ESC,q を入力すると、表示を中止します。

・SPACE,n を入力すると、次ﾍﾟｰｼﾞを表示します。

・Enter を入力すると、次行を表示します。

・Aを入力すると、全てを連続的に表示します。

図 4 dir ｺﾏﾝﾄﾞ

　　(2) ？

dir ｺﾏﾝﾄﾞと同じです(図 4参照)。
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　(3) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Help

ｺﾏﾝﾄﾞに必要なﾊﾟﾗﾒｰﾀ等を忘れた場合、途中で Enter を入力すると、次に

入力すべきﾊﾟﾗﾒｰﾀを表示します(図 5参照)。

図 5 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Help

　(4) 再入力支援

上矢印ｷｰを入力すると、直前のｺﾏﾝﾄﾞを再入力します。

図 6 再入力支援
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(5) Help ｺﾏﾝﾄﾞ

TOP ﾚﾍﾞﾙの Help と、ｺﾏﾝﾄﾞの後で利用する Help と 2 通りあります。

・ Help と入力すると、TOP ﾚﾍﾞﾙで使えるｺﾏﾝﾄﾞを表示します。

・ TOP ﾚﾍﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞの後に Help と入力すると、ｻﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞを表示します。

図 7 Help ｺﾏﾝﾄﾞ
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４４４４．．．． Comma Comma Comma Commannnnd Ld Ld Ld Liiiine Ine Ine Ine Innnnterfterfterfterfaaaace(Cce(Cce(Cce(CLLLLIIII))))の紹の紹の紹の紹介介介介

Switch-M24L3 の設定をする時には、本章で述べる CLI を使って、４章で説明しま

すｺﾏﾝﾄﾞを入力します。

ここでは、設定を入力する為の各種決まり事をお知らせします。
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４．１４．１４．１４．１    ＜＜＜＜ angle angle angle angle brackets brackets brackets brackets    ＞＞＞＞

この＜ ＞内の情報は必須ですので、必ず入力してください。

例えば、下記のような記述があった時は、意味は以下の通りです。

create ipif <ipif_name> vlan <vlan_name> ipaddress <network_address>

(1) <ipif_name>には、IP Interface name を必ず入力

(2) <vlan_name>には、VLAN name を必ず入力

(3) <network_address> には、そのNetwork Addressを必ず入力

但し、< > は入力する必要はありません。

Create ipif ｺﾏﾝﾄﾞを実際に入力した例を下記に示します。

create ipif Engineering vlan Design ipaddress 10.42.73.1/8

４．２４．２４．２４．２    ［［［［ squar squar squar square e e e brackets brackets brackets brackets ]]]]

この［　］内の情報は必須ですので、必ず入力してください。

例えば、下記のような記述があった時は、意味は以下の通りです。

create account [admin/user]

(1)adminもしくはuserの選択ができますので、いずれかを必ず入力

但し、［ ］は入力する必要はありません。

Create accountｺﾏﾝﾄﾞを実際に入力した例を下記に示します。

create account admin

４．３４．３４．３４．３    ／／／／ backs backs backs backsllllasasasashhhh

2 つ以上の選択肢があり、その内の 1つを必ず入力してください。

例えば、下記のような記述があった時は、意味は以下の通りです。

show snmp [community/trap receiver/detail]

(1) community、trap receiver、detailの内1つを選択し入力

但し、 ／ は入力する必要はありません。

Show snmpｺﾏﾝﾄﾞを実際に入力した例を下記に示します。

Show snmp community

y
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４．４．４．４．４４４４｛｛｛｛ braces braces braces braces    ｝｝｝｝

この項目はｵﾌﾟｼｮﾝですので、必要な場合のみ入力してください。

例えば、下記のような記述があった時は、意味は以下の通りです。

config igmp [ < ipif_name > / all ] { version <value> /query_interval <sec>

/ max_response_time <sec> / robustness_variable <value> /

last_member_query_interval <value> / state [ enabled / disabled ] }

(1) 最初の大枠の［ ］内から ／ で区切っている項目を選択します（必須）。

(2) 次の ｛ ｝はｵﾌﾟｼｮﾝですので、｛ ｝を選択しても構いませんし、必要でなけ

れば入力しなくても結構です。

Config igmpｺﾏﾝﾄﾞを実際に入力した例を下記に示します。

Config igmp all version 2

４４４４．．．．５５５５     Line Editor Line Editor Line Editor Line Editorででででのｷｰのｷｰのｷｰのｷｰ操操操操作作作作

入力する時、下記に示すKeyを使うと便利です。

(1) Delete

ｶｰｿﾙ上の文字を消去します。そして、右側にある文字列を左に移動しま

す。

(2) Backspace

ｶｰｿﾙの左側の文字を消去します。そして、右側にある文字列を左に移動

します。

(3) Insert

Insertｷｰを1度入力すると挿入ﾓｰﾄﾞになり、文字を挿入できます。再度

Insertｷｰを入力すると、挿入ﾓｰﾄﾞが解除されます。

(4) Left Arrow

ｶｰｿﾙを左に移動します。

(5) Right Arrow

ｶｰｿﾙを右に移動します。

(6) Tab

ｶｰｿﾙを次の入力領域に移動します。

４４４４．．．．６６６６    　表　表　表　表示示示示の制の制の制の制御御御御

表示の制御を下記に示す操作で実施可能です。
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(1) Space

次ﾍﾟｰｼﾞを表示させる。

(2) CTRL+c

連続ﾍﾟｰｼﾞ送りﾓｰﾄﾞになっている時、表示を停止させる。

(3) ESC

連続ﾍﾟｰｼﾞ送りﾓｰﾄﾞになっている時、表示を停止させる。

(4) N

次ﾍﾟｰｼﾞを表示させる。

(5) P

前ﾍﾟｰｼﾞを表示させる。

(6) Q

連続ﾍﾟｰｼﾞ送りﾓｰﾄﾞになっている時、表示を停止させる。

(7) R

現在の表示されているﾍﾟｰｼﾞをﾘﾌﾚｯｼｭする。

(8) A

(9) Enter

次の行を表示します。
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５５５５．．．．Basic SwitBasic SwitBasic SwitBasic Switcccch Coh Coh Coh Commmmmandmandmandmandssss

Switch-M24L3のﾍﾞｰｼｯｸなｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Create account [admin/user]

<username>
Config account <username>
Show account
Delete account
Show session
Show switch
Show serial_port
Config serial_port baud_rate [9600/19200/38400/115200]

auto_logout
[never/2_minutes/5_minutes/10_minutes/15_minutes]

Enable clipaging
Disable clipaging
Enable telnet <tcp_port_number>
Disable telnet
Save
Reboot
Reset {config/system}
Login
Logout
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５．５．５．５．１１１１　　　　create accocreate accocreate accocreate accouuuunnnntttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、loginする時のUserNameを作成します。

項目 内容
構文 Create account [ admin/user] <username>
内容 8ﾕｰｻﾞまで作成可能。

Usernameは1～15文字、Passwordは0～15文字。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Admin <username>

User <username>
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。

最初に、ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持つﾕｰｻﾞの作成が必要。
Passwordは確認の為に、2回入力が必要
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５５５５．．．．２２２２    　　　　config accounconfig accounconfig accounconfig accountttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、作成しているusernameのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを変更します。

項目 内容
構文 Config account <username>
内容 Create account ｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾕｰｻﾞのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを変更。

Usernameは1文字～15文字。Passwordは0～15文字。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <username>
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。

Passwordは確認の為に、2回入力が必要
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５５５５．．．．３３３３    　show accounshow accounshow accounshow accountttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、作成しているusernameの一覧を表示します。

項目 内容
構文 Show account
内容 作成しているusernameとその権限の一覧を表示。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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５５５５．．．．４４４４    　　　　delete accoundelete accoundelete accoundelete accountttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、作成しているusernameの削除を行なう

項目 内容
構文 Delete account <username>
内容 Create accountｺﾏﾝﾄﾞで作成しているusernameを削除。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <username>
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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５５５５．．．．５５５５    　show sessioshow sessioshow sessioshow sessionnnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、現在Loginしているﾕｰｻﾞを表示させる。

項目 内容
構文 Show session
内容 現在Loginしているﾕｰｻﾞに関する情報の表示

・ 接続時間
・ Login方法
・ ﾕｰｻﾞ名
Ctrl-c,ESC,qで表示を終了

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <username>
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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５５５５．．．．６６６６    　　　　show switcshow switcshow switcshow switchhhh

このｺﾏﾝﾄﾞで、ｽｲｯﾁの情報を表示させる。

項目 内容
構文 Show switch
内容 ｽｲｯﾁの情報表示。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし
制限事項 なし
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５５５５．．．．７７７７    　show serial_porshow serial_porshow serial_porshow serial_portttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、ｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄの設定情報を示させる。

項目 内容
構文 Show serial_port
内容 ｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄの情報表示。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし
制限事項 なし
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５５５５．．．．８８８８    　　　　config serial config serial config serial config serial pppporororortttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、ｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄの設定を実施する。

項目 内容
構文 config serial_port {baud_rate[9600/19200/38400/115200]/auto_logo

ut [never/2_minutes/5_minutes/10_minutes/15_minutes]}
内容 ｺﾝｿｰﾙﾎﾟｰﾄの設定を実施。

・ 通信速度
・ 無通信状態からlogoutする迄の時間(分)

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 9600/19200/38400/115200
　　ｺﾝｿｰﾙに接続している機器との通信速度(bps)
never
　　最後に入力してからの経過時間に関係なくLogoutしない。
2_minutes
　　最後に入力してからの経過時間が2分で自動的にLogout。
5_minutes
　　最後に入力してからの経過時間が5分で自動的にLogout。
10_minutes
　　最後に入力してからの経過時間が10分で自動的にLogout。
15_minutes
　　最後に入力してからの経過時間が15分で自動的にLogout。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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５５５５．．．．９９９９    　　　　enable clipagienable clipagienable clipagienable clipaginnnngggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、画面のｽｸﾛｰﾙ制御を行なう。

項目 内容
構文 Enable clipaging
内容 複数ﾍﾟｰｼﾞにまたがる情報を表示する場合、enableにすると、1ﾍﾟｰｼﾞ毎

に表示を止める。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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５．５．５．５．１１１１００００ disable  disable  disable  disable cccclipaginlipaginlipaginlipagingggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、画面のｽｸﾛｰﾙ制御を行なう。

項目 内容
構文 Disable clipaging
内容 複数ﾍﾟｰｼﾞにまたがる情報を表示する場合、最後まで延々にｽｸﾛｰﾙさせ

る。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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５．５．５．５．１１１１１１１１ enable t enable t enable t enable teeeelnelnelnelnetttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、telnetｻｰﾊﾞを有効にする。

項目 内容
構文 Enable telnet
内容 telnetｻｰﾊﾞを有効にし、ﾈｯﾄﾜｰｸ経由でSwitch-M24L3を管理する
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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５．５．５．５．１１１１２２２２ disable  disable  disable  disable ttttelneelneelneelnetttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、telnetｻｰﾊﾞを無効にする。

項目 内容
構文 Disable telnet
内容 telnetｻｰﾊﾞを無効にし、ﾈｯﾄﾜｰｸ経由でSwitch-M24L3にLogin出来なくす

る。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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５．５．５．５．１１１１３　３　３　３　savsavsavsaveeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3で設定した情報を不揮発性ﾒﾓﾘに保存する。

項目 内容
構文 save
内容 telnetｻｰﾊﾞを有効にし、ﾈｯﾄﾜｰｸ経由でSwitch-M24L3を管理する
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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５．５．５．５．１１１１４４４４ reboo reboo reboo rebootttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3をﾘﾌﾞｰﾄさせる。

項目 内容
構文 Reboot
内容 Siwtch-M24L3をﾘﾌﾞｰﾄさせる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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５．５．５．５．１１１１５５５５ rese rese rese resetttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3をﾘｾｯﾄさせる。

項目 内容
構文 Reset {config/system}
内容 ・ 工場出荷時のConfig設定に戻す

・ 工場出荷時のConfig設定に戻し、ｺｰﾙﾄﾞｽﾀｰﾄ
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Config

　　工場出荷時のConfigに戻す。
　　但し、不揮発性ﾒﾓﾘにはsaveｺﾏﾝﾄﾞで保存した設定が残っているので
　　rebootｺﾏﾝﾄﾞで元に戻すことが可能。
System
　　工場出荷時のConfigに戻し、ｺｰﾙﾄﾞｽﾀｰﾄする。不揮発性ﾒﾓﾘの情報も
　　ｸﾘｱされる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀなし
　　reset configと同じ

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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５．５．５．５．１１１１６６６６ logi logi logi loginnnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3にLoginし、設定及び設定変更、管理が出来るCLIを使える。

項目 内容
構文 Login
内容 工場出荷時はUserName及びPasswordは設定されていないので、Enterで

Switch-M24L3にLoginできる。
Create accountｺﾏﾝﾄﾞでUserName及びPasswordを設定した後では、
正しいUserName、PasswordでないとLoginできない

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし
制限事項 なし
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５．５．５．５．１１１１７７７７ logou logou logou logoutttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3からLogoutする。

項目 内容
構文 Logout
内容 ｽｲｯﾁからLogoutする
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし
制限事項 なし
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６．６．６．６．　　　　SwitSwitSwitSwitcccch Poh Poh Poh Porrrrt Ct Ct Ct Coooommandmmandmmandmmandssss

Switch-M24L3のL2ﾍﾞｰｽのﾎﾟｰﾄの通信条件設定に関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Config ports <portlist/all>

speed
[auto/10_half/10_full/100_half/100_full/1000_half/1000_
full]
flow_control [enabled/disabled]
learning [enabled/disabled]
state [enabled/disabled]

Show ports <portlist>
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６．１６．１６．１６．１    cccconfig portonfig portonfig portonfig portssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾎﾟｰﾄ通信条件を設定します。

項目 内容
構文 config ports [<portlist/all>]

{speed [auto/10_half/10_full/100_half/100_half/1000_full]
flow_control [enabled/disabled]
learning [enabled/disabled]
state [enabled/disabled]}
＊記載上改行しておりますが、全て1行で入力します。

内容 Ethernetｽｲｯﾁのﾎﾟｰﾄ通信条件を設定します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Portlist

　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)
All
　　Switch-M24L3の全てのﾎﾟｰﾄ(1-26)を示す
Auto
　　ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞにする
[10/100/1000]
　　ﾎﾟｰﾄの通信速度を指定した数字のMbpsに設定する。但し、Gigaﾎﾟｰﾄ
　　は1000以外は指定できない。
[full/half]
　　HalfﾓｰﾄﾞかFullﾓｰﾄﾞかの指定
Flowcontrol [enable/disable]
　　ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙの指定
learning [enable/disable]
　　Mac Addressの自動学習をするかしないかの設定
State [enable/disable]
　　ﾎﾟｰﾄを有効にするか無効にするかの設定

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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６．２６．２６．２６．２    sssshow porthow porthow porthow portssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾎﾟｰﾄ通信条件の状況を表示します。

項目 内容
構文 Show ports {<portlist>}
内容 Ethernetｽｲｯﾁのﾎﾟｰﾄ通信条件を表示します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <portlist>

　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 なし
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７．７．７．７．　　　　NetwNetwNetwNetwoooork Mrk Mrk Mrk Maaaanagnagnagnageeeement ment ment ment CCCCommaommaommaommannnnddddssss

Switch-M24L3を管理する為のSNMP/RMON関連及びTraceroute/Pingのｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Create snmp community Community <community_string> [readonly/readwrite]
Delete snmp community <community_string>

Config snmp community <community_string> [readonly/readwrite]
Create snmp
trap_receiver

<ipaddr>
<community_string>

Delete snmp
trap_receiver

<ipaddr>

Config snmp system_name
Config snmp
System_contact

<sw_contact>

Config snmp
system_location
Enable rmon
Disable rmon
Config snmp
Trap_receiver

<ipaddr>
<community_string>

Config snmp system_name
Config snmp
System_contact

<sw_contact>

Enable snmp traps
Disable snmp traps
Enable snmp
Authenticate traps
Disable snmp
Authenticate traps
Show snmp [community/trap_receiver]
Ping <ipaddr>

times <value>
timeout <sec>

Traceroute <ipaddr>
port <value>
timeout <sec>
probe <value>
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７．１７．１７．１７．１    ccccreate snmp coreate snmp coreate snmp coreate snmp commmmmunitmunitmunitmunityyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのｺﾐｭﾆﾃｨｰ名を指定します。

項目 内容
構文 create snmp community <community_string> [readonly/readwrite]
内容 SNMP Managerとの通信で必要なｺﾐｭﾆﾃｨｰ名の設定をします。

・ read-only
・ read-write
の2種類を定義できます。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <community_string>
　　英数字で32文字以下を設定可能。
Readonly
　　SNMP Managerからの要求をRead-Onlyﾓｰﾄﾞで受け答えする。
　　Defaultは public
Readwrite
　　SNMP Managerからの要求をRead-Writeﾓｰﾄﾞで受け答えする。
　　Defaultは private

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
最大4つのｺﾐｭﾆﾃｨｰ名を設定可能。
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７．２７．２７．２７．２    ddddelete snmp coelete snmp coelete snmp coelete snmp commmmmunitmunitmunitmunityyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのｺﾐｭﾆﾃｨｰ名の削除を行ないます。

項目 内容
構文 Delete snmp community <community_string>
内容 Create snmp communityｺﾏﾝﾄﾞで作成したｺﾐｭﾆﾃｨｰ名を削除します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <community_string>

　　英数字で32文字以下。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。

最大4つのｺﾐｭﾆﾃｨｰ名を設定可能。
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７．３７．３７．３７．３    cccconfig snmp coonfig snmp coonfig snmp coonfig snmp commmmmunitmunitmunitmunityyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのｺﾐｭﾆﾃｨｰ名の権限を変更できます。

項目 内容
構文 Config snmp community <community_string> [readonly/readwrite]
内容 Create snmp communityｺﾏﾝﾄﾞで作成したｺﾐｭﾆﾃｨｰ名の権限を変更する。

・ read-only
・ read-write
の2種類を定義できます。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <community_string>
　　英数字で32文字以下を設定可能。
Readonly
　　SNMP Managerからの要求をRead-Onlyﾓｰﾄﾞで受け答えする。
　　Defaultは public
Readwrite
　　SNMP Managerからの要求をRead-Writeﾓｰﾄﾞで受け答えする。
　　Defaultは private

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．４７．４７．４７．４    ccccreate snmp trreate snmp trreate snmp trreate snmp traaaap_receivep_receivep_receivep_receiverrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMP ManagerへTrapを送信できます。

項目 内容
構文 Create snmp trap_receiver <ipaddr> <community_string>
内容 ｱﾄﾞﾚｽで指定したSNMP Manager宛てにTrapを送信する。

その時に使用するｺﾐｭﾆﾃｨｰ名も登録する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <izard>

　　SNMP Agentから送信されたTrapを受信するSNMP ManagerのIP ｱﾄﾞﾚｽ
<community_string>
　　英数字で32文字以下。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
最大3個のSNMP ManagerへTrapを送信可能。
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７．５７．５７．５７．５    ddddelete snmp trelete snmp trelete snmp trelete snmp traaaap_receivep_receivep_receivep_receiverrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、Trap送信先のManagerを削除することができます。

項目 内容
構文 Delete snmp trap_receiver <ipaddr>
内容 Create snmp trap_receiverで設定したManagerのｱﾄﾞﾚｽを削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipadr>

　　SNMP Agentから送信されたTrapを受信するSNMP ManagerのIP ｱﾄﾞﾚｽ
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．６７．６７．６７．６    cccconfig snmp syonfig snmp syonfig snmp syonfig snmp sysssstem_namtem_namtem_namtem_nameeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのSysNameの設定ができます。

項目 内容
構文 Config snmp system_name <sw_name>
内容 SNMPのsysnameの値を返すHost名になります。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <sw_name>

　　英数字で128文字以下を設定可能。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７７．７７．７７．７    cccconfig snmp syonfig snmp syonfig snmp syonfig snmp sysssstem_locatiotem_locatiotem_locatiotem_locationnnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのSysLocationの設定ができます。

項目 内容
構文 Config snmp system_location <sw_location>
内容 SNMPのsysLocationの値を返すします。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <sw_location>

　　英数字で128文字以下を設定可能。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．８７．８７．８７．８    cccconfig snmp syonfig snmp syonfig snmp syonfig snmp sysssstem_contactem_contactem_contactem_contactttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのSysContactの設定ができます。

項目 内容
構文 Config snmp system_contact <sw_contact>
内容 SNMPのsysContactの値を返します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <sw_contact>

　　英数字で128文字以下を設定可能。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７７７７．．．．９９９９    　　　　enable snmp trenable snmp trenable snmp trenable snmp traaaappppssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのTrap機能を有効にします。

項目 内容
構文 Enable snmp traps
内容 Trap機能を有効にします。

ﾃﾞﾌｫﾙﾄはenableです。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１００００ enable s enable s enable s enable snnnnmp trapmp trapmp trapmp trapssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPのTrap機能を無効にします。

項目 内容
構文 Disable snmp traps
内容 Trap機能を無効にします。

ﾃﾞﾌｫﾙﾄはenableです。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１１１１１ enable s enable s enable s enable snnnnmp authenticamp authenticamp authenticamp authenticatttte trape trape trape trapssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPの認証機能Trapを有効にします。

項目 内容
構文 enable snmp authenticate traps
内容 SNMPのｺﾐｭﾆﾃｨｰ名が設定と異なっていた場合に、Trapを送信する機能を

有効にします。
ﾃﾞﾌｫﾙﾄはenableです。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１２２２２ disable  disable  disable  disable ssssnmp authenticnmp authenticnmp authenticnmp authenticaaaate trapte trapte trapte trapssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、SNMPの認証機能Trapを無効にします。

項目 内容
構文 Disable snmp authenticate traps
内容 SNMPのｺﾐｭﾆﾃｨｰ名が設定と異なっていた場合に、Trapを送信する機能を

無効にします。
ﾃﾞﾌｫﾙﾄはenableです。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１３３３３ show snm show snm show snm show snmpppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、snmpの設定事項を確認できます。

項目 内容
構文 Show snmp [community_string/trap_receiver]
内容 現在のSNMPの設定状況を確認可能。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Community_string

　　Community名に絞って表示
Trap_receiver
　　Trap先に絞って表示

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１４４４４ enable r enable r enable r enable rmmmmoooonnnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、RMONの機能を有効にします。

項目 内容
構文 Enable rmon
内容 Rmonの機能を有効にします。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１５５５５ disable  disable  disable  disable rrrrmomomomonnnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、RMONの機能を無効にします。

項目 内容
構文 Disable rmon
内容 Rmonの機能を無効にします(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値)。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１６６６６ pin pin pin pingggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、pingを実行できます。

項目 内容
構文 ping <ipaddr> {times <value>} {timeout<sec>}
内容 ICMP echo messageをﾘﾓｰﾄのIPﾃﾞﾊﾞｲｽに送ります。

その時、ﾘﾓｰﾄ側のIPﾃﾞﾊﾞｲｽは ICMP echo replyを送り返します。
このｺﾏﾝﾄﾞは、ﾘﾓｰﾄ側のﾈｯﾄﾜｰｸ上のIPﾃﾞﾊﾞｲｽとIPﾚﾍﾞﾙでの通信確認を行
なう時に使います。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>
　　ﾘﾓｰﾄのIPﾃﾞﾊﾞｲｽのｱﾄﾞﾚｽ
times <value>
　　ICMP echo messageを何packet送信するかを設定します。
    値は 1～255の間です。
timeout <value>
　　ICMP echo replyが返ってくるまでの時間の設定をします。
　　この値までにReplyが返ってこない場合はﾀｲﾑｱｳﾄと判断します。
　　値は1～99(秒)の間です。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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７．７．７．７．１１１１７７７７ tracerou tracerou tracerou traceroutttteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、tracerouteを実行できます。

項目 内容
構文 traceroute <ipaddr> {ttl <value>} {port <value>} {timeout <sec>}

{probe <value>}
内容 指定したﾘﾓｰﾄ側のIPﾃﾞﾊﾞｲｽへ到達するまでの経路情報を表示する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　ﾘﾓｰﾄのIPﾃﾞﾊﾞｲｽのｱﾄﾞﾚｽ
ttl <value>
　　ﾘﾓｰﾄのIPﾃﾞﾊﾞｲｽ迄、指定した個数のﾙｰﾀ迄の経路を確認する。
　　値は1から60(個)の間です。
Port <value>
　　ﾘﾓｰﾄのIPﾃﾞﾊﾞｲｽのUDPﾎﾟｰﾄ番号を指定します。
　　値は30000から64900の間です。
timeout <value>
　　ﾎｯﾌﾟ毎の応答待ち時間(秒)。
Probe
　　ﾌﾟﾛｰﾌﾞの数

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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８．８．８．８．　　　　DownDownDownDownlllload/oad/oad/oad/UUUUploploploploaaaad Comd Comd Comd Commmmmandandandandssss

Switch-M24L3のﾌｧｰﾑｳｪｱのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞや、設定情報のDownload/Uploadをするｺﾏﾝﾄﾞ群を説明し

ます。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Download firmware

<ipaddr> <path_filename>
configuration
<ipaddr>
<path_filename>

Upload Configuration
log
<ipaddr>
<path_filename>
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８．１８．１８．１８．１    ddddownloaownloaownloaownloadddd

このｺﾏﾝﾄﾞで、PC等で動作しているTFTP ServerからSwitch-M24L3にﾌｧｰﾑｳｪｱや設定情報を

転送できます。

項目 内容
構文 download [ firmware <ipaddr> <path_filename> /configuration

<ipaddr> <path_filename> ]
内容 TFTP Serverから新しいﾌｧｰﾑｳｪｱや設定情報をSwitch-M24L3にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞす

る時に使用する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Firmware

　　新しいﾌｧｰﾑｳｪｱをTFTP ServerからSwitch-M24L3へﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする。
Configuration
　　設定情報をTFTP ServerからSwitch-M24L3へﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする。
<ipaddr>
　　TFTP ServerのIP Address。
<path_filename>
　　TFTP Server上にあるﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするﾌｧｲﾙの名前。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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８．２８．２８．２８．２    uuuuploaploaploaploadddd

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の設定情報等をPC等に転送できます。

項目 内容
構文 upload [configuration/log] <ipaddr> <path_filename>
内容 Switch-M24L3で設定している情報や、LOGを、TFTP Serverが稼動してい

るPC等にｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする時に使用する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Firmware

　　新しいﾌｧｰﾑｳｪｱをTFTP ServerからSwitch-M24L3へﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする。
Configuration
　　設定情報をTFTP ServerからSwitch-M24L3へﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする。
<ipaddr>
　　TFTP ServerのIP Address。
<path_filename>
　　TFTP Server上で、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするﾌｧｲﾙの名前。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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９．９．９．９．　　　　NetwNetwNetwNetwoooorks rks rks rks MMMMonionionionittttoring Commoring Commoring Commoring Commaaaandndndndssss

Switch-M24L3を経由して通信しているﾊﾟｹｯﾄの統計情報や、ｴﾗｰ情報等を表示するｺﾏﾝﾄﾞ群を

説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
show packet ports <portlist>
show error ports <portlist>
show utilization
clear counters ports <portlist>
show log
clear log index <value>
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９．１９．１９．１９．１    sssshow packet pohow packet pohow packet pohow packet porrrrttttssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の送受信ﾊﾟｹｯﾄの統計情報を確認できます。

項目 内容
構文 show packet ports <portlist>
内容 指定したﾎﾟｰﾄの送受信ﾊﾟｹｯﾄの統計情報を表示します。

1秒間隔で自動更新します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <portlist>

　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 なし。
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９．２９．２９．２９．２    sssshow error porhow error porhow error porhow error porttttssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のｴﾗｰﾊﾟｹｯﾄの統計情報を確認できます。

項目 内容
構文 show error ports <portlist>
内容 指定したﾎﾟｰﾄのｴﾗｰﾊﾟｹｯﾄの統計情報を表示します。

1秒間隔で自動更新します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <portlist>

　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 なし。
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９．９．９．９．３３３３　　　　show utilizshow utilizshow utilizshow utilizaaaatiotiotiotionnnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾎﾟｰﾄ毎の利用率を確認できます。

項目 内容
構文 show utilization
内容 ﾎﾟｰﾄ毎の利用率を表示します。

1秒間隔で自動更新します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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９．４９．４９．４９．４    cccclear counterslear counterslear counterslear counters

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の統計情報をｸﾘｱします。

項目 内容
構文 clear counters {ports <portlist>}
内容 Switch-M24L3の統計情報をｸﾘｱします。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <portlist>

　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)
ﾎﾟｰﾄを指定しない場合は全てのﾎﾟｰﾄの統計情報をｸﾘｱします。

制限事項 なし。



Switch-M24L3(MN33240) ｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ

73/192

９．５９．５９．５９．５    sssshow lohow lohow lohow logggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のLOG情報を表示します。

項目 内容
構文 show log {index <value>}
内容 Switch-M24L3のLOG情報を表示します。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ index <value>

　　指定した値のIndexまで表示させる。
制限事項 なし。
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９．６９．６９．６９．６    cccclear lolear lolear lolear logggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のLOG情報をｸﾘｱします。

項目 内容
構文 Clear log
内容 Switch-M24L3の統計情報をｸﾘｱします。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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１０．１０．１０．１０．　　　　SpanSpanSpanSpannnnning ing ing ing TTTTrrrreeeee Commae Commae Commae Commannnnddddssss

Switch-M24L3のSpanning Treeに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
config stp maxage <value>

hellotime <value>
forwarddelay <value>
priority <value>
fdpdu [enabled/disabled]

config stp_ports <portlist>
cost <value>
priority <value>
state [enabled/disabled]

enable stp
disable stp
show stp
show stp_ports <portlist>
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１０１０１０１０．．．．１１１１ config s config s config s config sttttpppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のSpanning Treeの設定をします。

項目 内容
構文 config stp { maxage <value> / hellotime <value> / forwarddelay

<value> / priority <value> / fbpdu [enabled / disabled] }
内容 Switch-M24L3のSpanning Treeﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ maxage <value>

　　ﾙｰﾄﾌﾞﾘｯｼﾞにBPDUが届かなくなったことを認識するまでの時間
    (秒)。
　　入力範囲は 6～40。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは20秒
Hellotime <value>
　　ﾙｰﾄﾌﾞﾘｯｼﾞがBPDUを送信する間隔(秒)。
　　入力範囲は 1～10。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは2秒。
forwarddelay <value>
　　ﾙｰﾄﾌﾞﾘｯｼﾞ内のﾎﾟｰﾄが、ﾘｽﾆﾝｸﾞからﾗｰﾆﾝｸﾞ、ﾗｰﾆﾝｸﾞからﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
　　と状態が遷移するのにかかる時間(秒)。
　　入力範囲は 4～30。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは15秒。
priority <value>
　　値が小さいほど優先順位が高い。
　　入力範囲は 0～65535。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは32768。
fbpdu [enabled / disabled]
　　STPがdisableの時、他のﾈｯﾄﾜｰｸに接続しているﾌﾞﾘｯｼﾞから届くBPDU
　　をﾌｫﾜｰﾄﾞするかしないかを設定。ﾃﾞﾌｫﾙﾄはenableでﾌｫﾜｰﾄﾞする。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１０１０１０１０．．．．２２２２ config s config s config s config sttttp portp portp portp portssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾎﾟｰﾄﾚﾍﾞﾙでのSpanning Treeの設定をします。

項目 内容
構文 Config stp ports <portlist> {cost <value> / priority <value> /state

[enabled/disabled]
内容 Switch-M24L3のﾎﾟｰﾄ毎のSpanning Treeﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <portlist>

　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)
cost <value>
　　Cost値の設定をする。
　　入力範囲は 1～ 65535。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは1000Mは4、100Mは19、10Mは100。
priority <value>
　　ﾎﾟｰﾄのﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨｰ。
　　入力範囲は 0～255。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは128。0が一番ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨｰが高い。
state [enabled/disabled]
　　ﾎﾟｰﾄ単位でSTPを有効/無効にする。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは全ﾎﾟｰﾄ有効。
　　但し、本体の設定で、STPがEnableの場合、本設定が有効になる。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１０１０１０１０．．．．３３３３ enable s enable s enable s enable sttttpppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の全体のSTPの設定を有効にします。

項目 内容
構文 Enable stp
内容 Switch-M24L3の全体のSpanning Treeﾌﾟﾛﾄｺﾙを有効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１０１０１０１０．．．．４　４　４　４　disabdisabdisabdisablllle ste ste ste stpppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の全体のSTPの設定を無効にします。

項目 内容
構文 Disable stp
内容 Switch-M24L3の全体のSpanning Treeﾌﾟﾛﾄｺﾙを無効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１０１０１０１０．．．．５　５　５　５　show show show show ssssttttpppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の全体のSTPの設定内容を表示します。

項目 内容
構文 Show stp
内容 Switch-M24L3の全体のSpanning Treeﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定を表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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１０１０１０１０．．．．６　６　６　６　show show show show sssstp porttp porttp porttp portssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の全体のSTPの設定内容を表示します。

項目 内容
構文 Show stp ports <portlist>
内容 Switch-M24L3のﾎﾟｰﾄ毎のpanning Treeﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定を表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <portlist>

　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 なし。
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１１．１１．１１．１１．　　　　LayeLayeLayeLayerrrr2 Fo2 Fo2 Fo2 Forrrrwwwwaaaarding Drding Drding Drding Daaaatabtabtabtabaaaase Cse Cse Cse Coooommmmmmmmaaaannnnddddssss

Switch-M24L3のL2ﾚﾍﾞﾙのﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create fdb <vlan_name>

<macaddr>
port <port>

delete fdb <vlan_name>
<macaddr>

Config fdb aging_time <sec>
Create multicast_fdb <vlan_name>

<macaddr>
Config Multicast_fdb <vlan_name>

<macaddr>
[add/delete] <portlist>

clear fdb [vlan <vlan_name> / port <port>/all]
show fdb port <port>

vlan <vlan_name>
mac_address <macaddr>
static aging_time

Show multicast_fdb vlan <vlan_name>
mac_address <macaddr>
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１１１１１１１１．．．．１１１１ create f create f create f create fddddbbbb

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)を作成する。

項目 内容
構文 create fdb <vlan_name> <macaddr> [port <port>]
内容 Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)を作成する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　Mac Addressを登録するVLANの名前。
<macaddr>
　　ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに登録するMac Address。
<port>
　　ﾌｫﾜｰﾄﾞしたいportの番号

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１１１１１１１１．．．．２２２２ delete f delete f delete f delete fddddbbbb

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)を削除する。

項目 内容
構文 delete fdb <vlan_name> <macaddr>
内容 Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)を削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　create fdbで登録したMac Addressを削除するVLANの名前。
<macaddr>
　　ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに登録したMac Address。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１１１１１１１１．．．．３３３３ config f config f config f config fddddb aging_timb aging_timb aging_timb aging_timeeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)のaging時間の変更を行な

う。

項目 内容
構文 config fdb aging_time <aging_time>
内容 Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)のaging時間の変更を

行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <aging_time>

　　自動作成されたMac Addressの保持時間の指定。
    入力範囲は 300～1000000(秒)。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは300。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１１１１１１１１．．．．４４４４ create m create m create m create muuuulticaslticaslticaslticastttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 multicast)を作成する。

項目 内容
構文 Create multicast_fdb <vlan_name> <macaddr>
内容 Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 multicast)を作成する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　Mac Addressを登録するVLANの名前。
<macaddr>
　　ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに登録するMac Address。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
10.4で述べる config multicast_fdbｺﾏﾝﾄﾞで詳細の設定を実施し
反映する。
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１１１１１１１１．．．．５５５５ config m config m config m config muuuulticaslticaslticaslticastttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 multicast)の変更を行なう。

項目 内容
構文 Config multicast_fdb <vlan_name> <macaddr> [add/delete] <portlist>
内容 Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 multicast)を作成する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　修正するVLANの名前。
<macaddr>
　　修正するMac Address。
[add/delete]
　　追加もしくは削除する
<portlist>
　　指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１１１１１１１１．．．．６６６６ clear fd clear fd clear fd clear fdbbbb

このｺﾏﾝﾄﾞで、自動学習して作成されたﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)のｸﾘｱを行なう。

項目 内容
構文 Clear fdb [ vlan <vlan_name> / port <port> / all ]
内容 自動学習して作成されたﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)のｸﾘｱを行な

う。
VLANでの指定、ﾎﾟｰﾄでの指定、全ての選択が可能。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ vlan <vlan_name>
　　指定したVLANに属する自動学習したﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽをｸﾘｱする
port <port>
　　指定したﾎﾟｰﾄに属する自動学習したﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽをｸﾘｱする
All
　　全ての自動学習されたﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽをｸﾘｱする

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１１１１１１１１．．．．７７７７ show fd show fd show fd show fdbbbb

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)の表示を行なう。

項目 内容
構文 show fdb { port <port> / vlan <vlan_name> / mac_address <macaddr>

/ static / aging_time }
内容 Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 unicast)の表示を行なう。

ﾎﾟｰﾄでの指定、VLANでの指定、Mac Addressでの指定、Static設定した
ものでの指定等での表示が可能。
又、aging時間の表示も可能。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Port <port>
　　指定したﾎﾟｰﾄの表示
vlan <vlan_name>
　　指定したVLANの表示
mac_address <macaddr>
　　指定したMac Addressの表示
static
　　ｽﾀﾃｨｯｸで設定したものの表示
aging_time
　　aging時間の表示

制限事項 なし。
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１１１１１１１１．．．．８８８８ show mul show mul show mul show multttticast_fdicast_fdicast_fdicast_fdbbbb

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 multicast)の表示を行なう。

項目 内容
構文 show mulitcast_fdb [ vlan<vlan_name> / mac_address <macaddr> ]
内容 Switch-M24L3のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(L2 multicast)の表示を行なう。

VLANでの指定、Mac Addressでの指定での表示が可能。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ vlan <vlan_name>

　　指定したVLANの表示
mac_address <macaddr>
　　指定したMac Addressの表示

制限事項 なし。
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１２１２１２１２．．．．BroaBroaBroaBroaddddcast Stocast Stocast Stocast Storrrrm Conm Conm Conm Conttttrol rol rol rol CCCCommaommaommaommannnnddddssss

Switch-M24L3のL2ﾚﾍﾞﾙのBroadcastﾊﾟｹｯﾄの制御に関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
config traffic control <storm_grouplist>

all
broadcast [enabled/disabled]
multicast [enabled/disabled]
dlf [enabled/disabled]

show traffic control
group_list

group_list <storm_grouplist>
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１２１２１２１２．．．．１１１１ config t config t config t config trrrraffic controaffic controaffic controaffic controllll

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のbroadcast/multicastﾊﾟｹｯﾄのﾄﾗﾌｨｯｸ制御を行ないます。

項目 内容
構文 config traffic control

[<storm_grouplist>/all] broadcast [enabled/disabled] /
multicast [enabled/disabled] /
dlf [enabled/disabled] /
threshold <value>

内容 broadcast/multicastﾊﾟｹｯﾄのﾄﾗﾌｨｯｸ制御を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <storm_grouplist>

　　ﾎﾟｰﾄの指定をする。
all
　　全てのﾎﾟｰﾄが対象になる。
[enabled/disabled]
　　有効か無効かの指定。
threshold <value>
　　この指定した値以上になった場合、ﾊﾟｹｯﾄのﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞを抑制する。
　　値は Kbps。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１２１２１２１２．．．．２２２２ show tra show tra show tra show trafffffic controfic controfic controfic controllll

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の現在のtrafiic制御のﾙｰﾙを表示させる。

項目 内容
構文 show traffic control <storm_grouplist>
内容 現在のtrafiic制御のﾙｰﾙを表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <storm_grouplist>

　　ﾎﾟｰﾄ番号。
制限事項 なし。
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１３１３１３１３．．．． Arp  Arp  Arp  Arp CCCCommaommaommaommannnnddddssss

Switch-M24L3のArpﾊﾟｹｯﾄの制御に関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create arpentry <ipaddr>

<macaddr>
delete arpentry <ipaddr>

all
config arp_aging time <sec>
show arpentry <ipif_name>

<network_address>
clear arptable
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１３１３１３１３．．．．１１１１ create a create a create a create arrrrpentrpentrpentrpentryyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のarpﾃｰﾌﾞﾙを作成する。

項目 内容
構文 Create arpentry <ipaddr> <macaddr>
内容 Switch-M24L3のarpﾃｰﾌﾞﾙを作成する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　登録するIP Address
<macaddr>
　　登録するIP Addressに対応したMac Address

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１３１３１３１３．．．．２２２２ delete a delete a delete a delete arrrrpentrpentrpentrpentryyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のarpﾃｰﾌﾞﾙを削除する。

項目 内容
構文 Delete arpentry { <ipaddr> / all }
内容 Create arpentryで作成したarpﾃｰﾌﾞﾙを削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　create arpentryで登録したIP Addressを削除する。
All
　　Create arpentryで登録したﾃｰﾌﾞﾙを全て削除する。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１３１３１３１３．．．．３３３３ config a config a config a config arrrrp_aging timp_aging timp_aging timp_aging timeeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のarpﾃｰﾌﾞﾙの保持時間の変更を行なう。

項目 内容
構文 Config arp_aging time <value>
内容 Arpﾃｰﾌﾞﾙの保持時間の変更を行う。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <value>

　　Arpﾃｰﾌﾞﾙの保持時間の設定値(秒)。
　　範囲は 0～65535。ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値は 20秒。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１３１３１３１３．．．．４４４４ show arp show arp show arp show arpeeeentrntrntrntryyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の現在のarpﾃｰﾌﾞﾙの表示を行なう。

項目 内容
構文 show arpentry {ipif <ipif_name> / ipaddress <network_address> /

static}
内容 現在のarpﾃｰﾌﾞﾙの表示を行う。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　指定したinterface名のarpﾃｰﾌﾞﾙの表示
<network_address>
　　指定したﾈｯﾄﾜｰｸのarpﾃｰﾌﾞﾙの表示
static
　　create arpentryで作成したarpﾃｰﾌﾞﾙの表示

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１３１３１３１３．．．．５５５５ clear ar clear ar clear ar clear arpppptabltabltabltableeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の現在の自動生成されたarpﾃｰﾌﾞﾙの削除を行なう。

項目 内容
構文 clear arptable
内容 自動生成されたarpﾃｰﾌﾞﾙの削除を行う。

Create arpentryで作成したarpﾃｰﾌﾞﾙの削除はできない。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１４１４１４１４．．．．IP FIP FIP FIP Fiiiilter Comlter Comlter Comlter Commmmmandandandandssss

Switch-M24L3のIPﾌｨﾙﾀに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create ipfilter <ipaddr> [src/dst/either]
delete ipfilter <ipaddr>
show ipfilter <ipaddr>
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１４１４１４１４．．．．１１１１ create i create i create i create ippppfiltefiltefiltefilterrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、IP Addressをｷｰにしたﾌｨﾙﾀを作成する。

項目 内容
構文 create ipfilter <ipaddr> [ src / dst / either ]
内容 IP Addressﾍﾞｰｽでのﾌｨﾙﾀを作成する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　対象となるIP Address
src
　　対象となるIP AddressのﾊﾟｹｯﾄがSwitchに入ってきた場合、破棄す
　　る。
Dst
　　対象となるIP Address向けのﾊﾟｹｯﾄがSwitchに入って来た場合、
　　破棄する。
Either
　　ｿｰｽｱﾄﾞﾚｽもしくはﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽのどちらかで破棄する。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１４１４１４１４．．．．２２２２ delete i delete i delete i delete ippppfiltefiltefiltefilterrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、create ipfilterで作成したﾙｰﾙを削除する。

項目 内容
構文 delete ipfilter <ipaddr>
内容 Ip filterのﾙｰﾙを削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　対象となるIP Address
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。



Switch-M24L3(MN33240) ｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ

103/192

１４１４１４１４．．．．３３３３ show ipf show ipf show ipf show ipfiiiiltelteltelterrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、現在のIP filterの状況を表示する。

項目 内容
構文 show ipfilter {<ipaddr>}
内容 現在作成しているip filterの状況を表示する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　対象となるIP Addressのみを表示
制限事項 なし。
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１５１５１５１５．．．．QoS QoS QoS QoS CCCCommaommaommaommannnnddddssss

Switch-M24L3のL2ﾍﾞｰｽのQoSに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Config priority add mac <macaddr>

ipaddress <ipaddr>
802.1p <value>
tcp <tcp_port_number>
udp <udp_port_number>
priority <value>

Config priority delete <macaddr>
ipaddress <ipaddr>
802.1p <value>
dscp <value>
tcp <tcp_port_number>
udp <udp_port_number>

Show priority
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１５１５１５１５．．．．１１１１ config p config p config p config prrrriority adiority adiority adiority addddd

このｺﾏﾝﾄﾞで、QoSのﾙｰﾙを作成する。

項目 内容
構文 config priority_add [ mac <macaddr> / ipaddress <ipaddr> /

802.1p <value> / tcp <tcp_port_number> / udp <upd_port_number> ]
priority <value>

内容 Switch-M24L3に入ってきたﾊﾟｹｯﾄを監視して、下記のﾊﾟﾗﾒｰﾀに合致した
場合、QoSを実施する。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ mac <macaddr>
　　ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝMac Addressで合致したもの
ipaddress <ipaddr>
　　ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝIPAddressで合致したもの
802.1p <value>
　　IEEE802.1pのﾌｨｰﾙﾄﾞで合致したもの
　　範囲は 0～7
tcp <tcp_port_number>
　　tcpﾎﾟｰﾄ番号で合致したもの
udp <upd_port_number>
　　udpﾎﾟｰﾄ番号で合致したもの

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１５１５１５１５．．．．２２２２ config p config p config p config prrrriority deletiority deletiority deletiority deleteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、config priority addｺﾏﾝﾄﾞで設定したQoSのﾙｰﾙを削除する。

項目 内容
構文 config priority delete

[mac<macaddr>/ipaddress <ipaddr>/802.1p<value>/tcp
<tcp_port_number>/udp <udp_port_number>]

内容 config priority addｺﾏﾝﾄﾞで設定したQoSのﾙｰﾙを削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ mac <macaddr>

　　ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝMac Addressで合致したもの
ipaddress <ipaddr>
　　ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝIPAddressで合致したもの
802.1p <value>
　　IEEE802.1pのﾌｨｰﾙﾄﾞで合致したもの
　　範囲は 0～7
tcp <tcp_port_number>
　　tcpﾎﾟｰﾄ番号で合致したもの
udp <upd_port_number>
　　udpﾎﾟｰﾄ番号で合致したもの

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１５１５１５１５．．．．３３３３ show pri show pri show pri show priooooritritritrityyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、現在のQoSの設定を表示させます。

項目 内容
構文 show priority
内容 現在のQoSの設定を確認する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１６１６１６１６．．．．Port MirrPort MirrPort MirrPort Mirroooorinrinrinring g g g CommCommCommCommaaaandndndndssss

Switch-M24L3のﾐﾗｰﾘﾝｸﾞに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
config mirror port <port>

[add/delete]
source ports
<portlist>
[rx/tx/both]

enable mirror
disable mirror
show mirror
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１６１６１６１６．．．．１１１１ config m config m config m config miiiirror porrror porrror porrror portttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾐﾗｰﾎﾟｰﾄの設定や解除の設定をする。

項目 内容
構文 <port> [add/delete] source ports <portlist> [rx/tx/both]
内容 ﾐﾗｰﾎﾟｰﾄの作成や削除、ﾎﾟｰﾄの指定等の設定をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <port>

　　ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾅﾗｲｻﾞ等を接続するﾎﾟｰﾄ。このﾎﾟｰﾄに <portlist>で対象と
　　なるﾎﾟｰﾄのﾄﾗﾌｨｯｸをｺﾋﾟｰし送信する。
[add/delete]
　　ﾐﾗｰﾎﾟｰﾄの追加や削除をする。
    Addは追加、deleteは削除
<portlist>
　　調べたいﾎﾟｰﾄの指定。
    指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)
[rx/tx/both]
　　portlistで指定したﾎﾟｰﾄのどのﾊﾟｹｯﾄかを指定。
・ 受信ﾊﾟｹｯﾄのみ　　rx
・ 送信ﾊﾟｹｯﾄのみ    tx
・ 送受信　　　　　 both

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
Enable mirrorｺﾏﾝﾄﾞを実行して始めてこのｺﾏﾝﾄﾞが有効になる。
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１６１６１６１６．．．．２２２２ enable m enable m enable m enable miiiirrorrorrorrorrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾐﾗｰﾎﾟｰﾄの設定を有効にする。

項目 内容
構文 enable mirror
内容 Config mirror portｺﾏﾝﾄﾞで設定した内容を反映させるためのｺﾏﾝﾄﾞ。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１６１６１６１６．．．．３３３３ disable  disable  disable  disable mmmmirroirroirroirrorrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾐﾗｰﾎﾟｰﾄの設定を無効にする。

項目 内容
構文 disable mirror
内容 Config mirror portｺﾏﾝﾄﾞで設定した内容を無効にするためのｺﾏﾝﾄﾞ。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１６１６１６１６．．．．４４４４ show mir show mir show mir show mirrrrroooorrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、現在のﾐﾗｰﾎﾟｰﾄに関する設定内容を表示する。

項目 内容
構文 show mirror
内容 現在のﾐﾗｰﾎﾟｰﾄに関する設定内容を表示するためのｺﾏﾝﾄﾞ。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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１７１７１７１７．．．．VLAN CommVLAN CommVLAN CommVLAN Commaaaandndndndssss

Switch-M24L3のVLANに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create vlan <vlan_name>

tag <vlanid>
advertisement

delete vlan <vlan_name>
config vlan <vlan_name>

add [tagged/untagged/forbidden] <portlist>
config vlan <vlan_name>

delete <portlist>
config vlan <vlan_name>

advertisement [enabled/disabled]
show vlan <vlan_name>
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１７１７１７１７．．．．１１１１ create v create v create v create vllllaaaannnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、VLANの作成を行なう。

項目 内容
構文 create vlan <vlan_name> {tag <vlanid> / advertisement}
内容 VLANを作成するｺﾏﾝﾄﾞ。

1. create vlanｺﾏﾝﾄﾞで、VLAN名やVLAN-IDを作成する。
2. config vlanｺﾏﾝﾄﾞで、tag/untagの指定やそのVLANに属すﾎﾟｰﾄの指定
をそれぞれ行なう。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>
　　作成するVLANの名称。
<vlanid>
　　作成するVLANのVLAN-ID。
　　範囲は 2～4094の間。指定しない場合は、VLAN-IDが自動的に
　　4094から1ずつ減少して付与される。
Advertisement
　　GVRPに参加可能なVLANとして指定する。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
Vlan nameは、最大32文字。
Advertisementを指定しないと、config vlanｺﾏﾝﾄﾞでforbiddenの指定が
できない。
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１７１７１７１７．．．．２２２２ delete v delete v delete v delete vllllaaaannnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、create vlanｺﾏﾝﾄﾞで作成したVLANの削除を行う。

項目 内容
構文 delete vlan <vlan_name>
内容 Create vlanｺﾏﾝﾄﾞで作成したVLANの削除を行う。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　削除したいVLANの名称。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。

Create ipifｺﾏﾝﾄﾞで、VLANにIPを付けている場合は、delete ipifｺﾏﾝﾄﾞ
で一度IPを削除しないと、VLANを削除できない。
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１７１７１７１７．．．．３３３３ config v config v config v config vllllan add portan add portan add portan add portssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、create vlanｺﾏﾝﾄﾞで作成したVLANに対して、ﾎﾟｰﾄの追加を行う。

項目 内容
構文 config vlan <vlan_name> add[tagged/untagged/forbidden] <portlist>
内容 Create vlanｺﾏﾝﾄﾞで作成したVLANに対してﾎﾟｰﾄの追加を行う。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　ﾎﾟｰﾄを編集(追加)したいVLAN名。
Tagged
　　Tagﾎﾟｰﾄとして追加する。
Untagged
　　Untagﾎﾟｰﾄとして追加する。
Forbidden
　　Forbiddenﾎﾟｰﾄとして追加する。
<portlist>
    指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１７１７１７１７．．．．４４４４ config v config v config v config vllllan delete poran delete poran delete poran delete porttttssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、config vlan add portsで追加したﾎﾟｰﾄの削除を行う。

項目 内容
構文 config vlan <vlan_name> delete <portlist>
内容 Config vlan add portsｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾎﾟｰﾄの削除を行う。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　ﾎﾟｰﾄを削除したいVLAN名。
<portlist>
    指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１７１７１７１７．．．．５５５５ config v config v config v config vllllan advertiseman advertiseman advertiseman advertisemeeeennnntttt

このｺﾏﾝﾄﾞで、指定したVLANがGVRPと連動するかしないかを設定する。

項目 内容
構文 config vlan <vlan_name> advertisement [enabled/disabled]
内容 指定したVLANがGVRPと連動するかしないかを設定する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　GVRPに連動するVLAN名。
Enable
　　連動する。
Disable
　　連動しない。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１７１７１７１７．．．．６６６６ show vla show vla show vla show vlannnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、現在のVLAN情報を表示する。

項目 内容
構文 show vlan {<vlan_name>}
内容 現在のVLAN情報の要約を表示する。

・ VLAN-ID
・ VLAN名
・ Tag/Untag

等。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　指定するVLAN名。
　　指定がない場合は、作成した全てのVLAN名の情報が表示される。

制限事項 なし。
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１８１８１８１８．．．．Link AggrLink AggrLink AggrLink Aggreeeegatgatgatgatiiiion Coon Coon Coon Commmmmandmandmandmandssss

Switch-M24L3のLink Aggregation(ﾄﾗﾝｷﾝｸﾞ)に関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create
link_aggregation

group_id <value>

delete
link_aggregation

group_id <value>

config
link_aggregation

group_id <value>
master_port <port>
ports <portlist>
state [enabled/disabled]

config
link_aggregation
algorithm

mac_source
mac_destination
mac_source_dest
ip_source
ip_destination
ip_source_dest

show
link_aggregation

group_id <value>
algorithm
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１８１８１８１８．．．．１１１１ create l create l create l create liiiink_aggregationk_aggregationk_aggregationk_aggregation n n n group_igroup_igroup_igroup_idddd

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾄﾗﾝｷﾝｸﾞをする為のｸﾞﾙｰﾌﾟの作成を行います。

項目 内容
構文 create link_aggregation group_id <value>
内容 ﾄﾗﾝｷﾝｸﾞをする為のｸﾞﾙｰﾌﾟの作成を行います。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <value>

　　ｸﾞﾙｰﾌﾟのID。
　　範囲は 1～6。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１８１８１８１８．．．．２２２２ delete l delete l delete l delete liiiink_aggregationk_aggregationk_aggregationk_aggregation n n n group-igroup-igroup-igroup-idddd

このｺﾏﾝﾄﾞで、create link_aggregation ｺﾏﾝﾄﾞで作成したｸﾞﾙｰﾌﾟの削除を行います。

項目 内容
構文 delete link_aggregation group-id <value>
内容 create link_aggregation ｺﾏﾝﾄﾞで作成したｸﾞﾙｰﾌﾟの削除を行う。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <value>

　　ｸﾞﾙｰﾌﾟのID。
　　範囲は 1～6。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１８１８１８１８．．．．３３３３ config l config l config l config liiiink_aggregationk_aggregationk_aggregationk_aggregationnnn

このｺﾏﾝﾄﾞで、create link_aggregation ｺﾏﾝﾄﾞで作成したｸﾞﾙｰﾌﾟの内容の設定を行います。

項目 内容
構文 config link_aggregation group_id <value> {master_port <port>/ports

<portlist>/ state [enabled/disabled]}
内容 create link_aggregation ｺﾏﾝﾄﾞで作成したｸﾞﾙｰﾌﾟの内容の設定を行う。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <value>

　　ｸﾞﾙｰﾌﾟのID。
　　範囲は 1～6。
<port>
　　ﾏｽﾀﾎﾟｰﾄの指定。ﾎﾟｰﾄ番号で指定する。
　　ｸﾞﾙｰﾌﾟの他のﾎﾟｰﾄは、このﾏｽﾀﾎﾟｰﾄの設定と同じになる。
　　仮に、ports <portlist>で、異なるVLANに跨った指定をした場合は
　　ﾏｽﾀﾎﾟｰﾄに属するVLANに変更される。
<portlist>
    指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)
state [enabled/disabled]
　　指示したｸﾞﾙｰﾌﾟのﾄﾗﾝｷﾝｸﾞを有効(enabled)、無効(disabled)にす
　　る。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１８１８１８１８．．．．３３３３ config l config l config l config liiiink_aggregationk_aggregationk_aggregationk_aggregation n n n algorithalgorithalgorithalgorithmmmm

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾄﾗﾝｷﾝｸﾞにおける分散の方式を指定する。

項目 内容
構文 config link_aggregation algorithm

[mac_source/mac_destination/mac_source_dest/
ip_source/ip_destination/ip_source_dest]

内容 ﾄﾗﾝｸﾝｸﾞのｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを指定する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ mac_source

　　送信元Mac Addressを計算して分散させる。
mac_destination
　　送信先Mac Addressを計算して分散させる。
mac_source_dest
　　送信元及び送信先Mac Addressを計算して分散させる。
ip_source
　　送信元IP Addressを計算して分散させる。
ip_destination
　　送信先IP Addressを計算して分散させる。
ip_source_dest
　　送信元及び送信先IP Addressを計算して分散させる。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１８１８１８１８．．．．４４４４ show lin show lin show lin show linkkkk_aggregation_aggregation_aggregation_aggregation

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾄﾗﾝｷﾝｸﾞの設定内容を表示させます。

項目 内容
構文 show link_aggregation {group_id <value>}
内容 ﾄﾗﾝｸﾝｸﾞの設定内容を表示する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ < value>

　　ｸﾞﾙｰﾌﾟのID。
　　範囲は 1～6。

制限事項 なし。
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１９１９１９１９．．．．Ip IIp IIp IIp Innnnterfterfterfterfaaaace ce ce ce CCCCommanommanommanommanddddssss

Switch-M24L3のIP Interfaceに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create ipif <ipif_name>

<network_address>
<vlan_name>

delete ipif <ipif_name> all
config ipif System Vlan <vlan_name>

ipaddress <network_address>
state [enabled/disabled]
bootp
dhcp

enable ipif <ipif_name>
all

disable ipif <ipif_name>
all

show ipif <ipif_name>
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１９１９１９１９．．．．１１１１ create i create i create i create ippppiiiiffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3にIP Interfaceを作成できます。

項目 内容
構文 create ipif <ipif_name> <vlan_name> <network_address>

{state [enabled/disabled]}
内容 VLANに対するIPInterfaceの作成。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　Ip Interfaceの名前を作成する。
<vlan_name>
　　Ip Interfaceを作成する、元になるVLAN名。
　　Create vlan で作成したVLAN名を指定する。
<network_address>
　　IP AddressとSubnetmaskを指定する。
    (例) 192.168.1.254/24
state [enabled/disabled]
　　このIp Interfaceを有効(enabled)、無効(disable)にする。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１９１９１９１９．．．．２２２２ delete i delete i delete i delete ippppiiiiffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、create ipifｺﾏﾝﾄﾞで設定したIPを削除できます。

項目 内容
構文 delete ipif {<ipif_name>/all}
内容 IPInterfaceの削除。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　削除するIp Interfaceの名前。
All
　　全てのVLANのIP Interfaceを削除する。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１９１９１９１９．．．．３３３３ config i config i config i config ippppif Systeif Systeif Systeif Systemmmm

このｺﾏﾝﾄﾞで、default VLANのIP Addressの設定ができます。

項目 内容
構文 config ipif System [{vlan <vlan_name>/ipaddress

<network_address> / state [enabled/disabled]/bootp/dhcp}]
内容 Default VLANのIP Address設定。

ﾏﾆｭｱﾙ設定の他に、bootpやDHCPからｱﾄﾞﾚｽを取得することも可能。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　“default”と入力。
<network_address>
　　IP AddressとSubnetmaskを指定する。
    (例) 192.168.1.254/24
state [enabled/disabled]
　　このIp Interfaceを有効(enabled)、無効(disable)にする。
Bootp
　　Bootp Serverからｱﾄﾞﾚｽ情報を取得させる。
DHCP
　　DHCP Serverからｱﾄﾞﾚｽ情報を取得させる。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１９１９１９１９．．．．４４４４ config i config i config i config ippppiiiiffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、create ipifｺﾏﾝﾄﾞで作成したIp Interface情報の編集をすることができます。

項目 内容
構文 config ipif <ipif_name> {vlan <vlan_name>/ipaddress

<network_address>/state [enabled/disabled]}
内容 create ipifｺﾏﾝﾄﾞで作成したIp Interface情報の編集をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　Ip Interfaceの名前を入力する。
<vlan_name>
　　Create vlan で作成したVLAN名を指定する。
<network_address>
　　IP AddressとSubnetmaskを指定する。
    (例) 192.168.100.254/24
state [enabled/disabled]
　　このIp Interfaceを有効(enabled)、無効(disable)にする。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
Ipif_nameやvlan_nameは、create ipifｺﾏﾝﾄﾞで使用した名前を用いる。
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１９１９１９１９．．．．５５５５ enable i enable i enable i enable ippppiiiiffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、Ip Interfaceを有効に設定できる。

項目 内容
構文 enable ipif {<ipif_name>/all}
内容 Ip Interfaceを有効に設定できる。

個別には、config ipifｺﾏﾝﾄﾞの stateの値を enabledにすることで可能。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　Ip Interfaceの名前を入力する。
All
　　設定されている全てのIp Interfaceを対象とする。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。



Switch-M24L3(MN33240) ｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ

132/192

１９１９１９１９．．．．６６６６ disable  disable  disable  disable iiiipipipipiffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、Ip Interfaceを無効に設定できる。

項目 内容
構文 disable ipif {<ipif_name>/all}
内容 Ip Interfaceを無効に設定できる。

個別には、config ipifｺﾏﾝﾄﾞの stateの値をdisabledにすることで可能。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　Ip Interfaceの名前を入力する。
All
　　設定されている全てのIp Interfaceを対象とする。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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１９１９１９１９．．．．７７７７ show ipi show ipi show ipi show ipiffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3の現状のIp Interfaceの設定を表示できる。

項目 内容
構文 show ipif {<ipif_name>}
内容 現状のIp Interfaceの設定を表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　Ip Interfaceの名前を入力する。
制限事項 なし。
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２０２０２０２０．．．．IGMP SnooIGMP SnooIGMP SnooIGMP Snoopppping Commaing Commaing Commaing Commannnnddddssss

Switch-M24L3のIGMP Snoopingに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Config igmp_snooping <vlan_name>

all
host_timeout <sec>
leave_timer <sec>
robustness_variable <value>
last_member_query_interval <sec>
state [enabled/disabled]

Config igmp_snooping
Querier

<vlan_name>
all
query_interval <sec>
max_response_time <sec>
robustness_variable <value>
last_member_query_interval <sec>
state [enabled/disabled]

Config router_ports <vlan_name> [add/delete]
<portlist>

enable igmp snooping Forward_mcrouter_only
show igmp snooping Vlan <vlan_name>
show igmp snooping group Vlan <vlan_name>
show router ports Vlan <vlan_name>

static
dynamic
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２０２０２０２０．．．．１１１１    config iconfig iconfig iconfig iggggmp_snoopinmp_snoopinmp_snoopinmp_snoopingggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、IGMP Snoopingの設定を行ないます。

項目 内容
構文 config igmp_snooping [<vlan_name>/all] {host_timeout <sec> /

leave_timer <sec>/state [enabled/disabled]}
内容 IGMP Snoopingの設定を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　IGMP Snoopingの設定を行なうVLANの名前を入力する。
Host_timeout<sec>
　　ﾏﾙﾁｷｬｽﾄｸﾞﾙｰﾌﾟのﾒﾝﾊﾞとして、存在できる最大の時間。
　　条件としては、最後にﾎｽﾄﾒﾝﾊﾞｼｯﾌﾟﾚﾎﾟｰﾄを受け取った時からの時
　　間。
　　範囲は 1～16711450。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは260秒。
Leave_timer<sec>
　　ﾎｽﾄからLeaveﾒｯｾｰｼﾞを受け取って、Switch-M24L3のﾎﾟｰﾄが切り離す
　　までの時間。
　　範囲は 1～16711450。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは2秒。
state [enabled/disabled]
　　指定したVLANのIGMP Snooping機能を有効(enabled)もしくは
　　無効(disabled)にする。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２０２０２０２０．．．．２２２２    config iconfig iconfig iconfig iggggmp_snoopingmp_snoopingmp_snoopingmp_snooping q q q quuuuerieerieerieerierrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、IGMP Snoopingのquerierの設定を行ないます。

項目 内容
構文 config igmp_snooping querier [<vlan_name>/all] {query_interval

<sec>/max_response_time <sec>/robustness_variable <value>
/last_member_query_interval <sec>/state [enabled/disabled]

内容 IGMP Snoopingのquerier設定を行なう
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　IGMP Snooping querierの設定を行なうVLANの名前を入力する。
Query_interval<sec>
　　General querierの送信間隔(秒)。
　　範囲は 1～65535。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは125秒。
Max_response_time<sec>
　　ﾒﾝﾊﾞからのﾚﾎﾟｰﾄを待つ時間(秒)。
　　範囲は 1～25。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは10秒。
robustness_variable <value>
　　ﾊﾟｹｯﾄﾛｽを容認する時に使う。
　　範囲は 1～255。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは2。ﾊﾟｹｯﾄﾛｽが多いと思われる場合は、値
　　大きくしていく。
last_member_query_interval <sec>
　　Group specific querierﾒｯｾｰｼﾞ間隔の最大時間。
　　範囲は 1～65535。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは125秒。
state [enabled/disabled]
　　Switch-M24L3が、IGMP Querierを送信する(enabled)か、
　　送信しないか(disabled)の設定。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２０２０２０２０．．．．３３３３    config config config config rrrroooouter_portuter_portuter_portuter_portssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ対応ﾙｰﾀに接続しているSwitch-M24L3のﾎﾟｰﾄを指定します。

項目 内容
構文 config router_ports <vlan_name> [add/delete] <portlist>
内容 ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ対応ﾙｰﾀに接続するﾎﾟｰﾄを指定する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾀが接続しているVLANの名前を入力する。
<portlist>
    指定するﾎﾟｰﾄをﾚﾝｼﾞで可能。
　　Port1～Port10までの指定は、1-10(ﾊｲﾌﾝ)
    Port2及びPort9の2ﾎﾟｰﾄの指定は、2,9(ｺﾝﾏ)

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２０２０２０２０．．．．４４４４ enable i enable i enable i enable iggggmp_snoopinmp_snoopinmp_snoopinmp_snoopingggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、IGMP Snooping機能を有効にします。

項目 内容
構文 enable igmp_snooping {forward_mcrouter_only}
内容 IGMP Snooping機能を有効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ forward_mcrouter_only

　　このﾊﾟﾗﾒｰﾀを指定した場合、Switch-M24L3は、全てのﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾊﾟｹｯﾄ
　　を、ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾀのみにﾌｫﾜｰﾄﾞさせる。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２０２０２０２０．．．．５５５５ disable  disable  disable  disable iiiigmp_snoopingmp_snoopingmp_snoopingmp_snoopingggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、IGMP Snooping機能を無効にします。

項目 内容
構文 disable igmp_snooping
内容 IGMP Snooping機能を無効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。

IGMP Snooping機能をdisableにした場合は、IGMPやIPﾏﾙﾁｷｬｽﾄのﾄﾗﾌｨｯｸ
は全てのIP Interfaceにﾌﾗｯﾃﾞｨﾝｸﾞする。
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２０２０２０２０．．．．６６６６ show igm show igm show igm show igmpppp_snoopin_snoopin_snoopin_snoopingggg

このｺﾏﾝﾄﾞで、現在のIGMP Snooping機能の設定を表示します。

項目 内容
構文 show igmp_snooping {vlan <vlan_name>}
内容 現在のIGMP Snooping機能の設定を表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　IGMP Snoopingの設定を表示させたいVLANの名前を入力する。
制限事項 なし。
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２０２０２０２０．．．．７７７７ show igm show igm show igm show igmpppp_snooping gro_snooping gro_snooping gro_snooping grouuuupppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、現在のIGMP Snooping ｸﾞﾙｰﾌﾟの表示をします。

項目 内容
構文 show igmp_snooping group {vlan <vlan_name>}
内容 現在のIGMP Snooping ｸﾞﾙｰﾌﾟの表示をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　IGMP Snooping ｸﾞﾙｰﾌﾟ表示をさせたいVLANの名前を入力する。
制限事項 なし。



Switch-M24L3(MN33240) ｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ

142/192

２０２０２０２０．．．．７７７７ show rou show rou show rou show routttter_porter_porter_porter_portssss

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾀが接続されているﾎﾟｰﾄの表示をします。

項目 内容
構文 show router_ports {vlan <vlan_name>} {static/dynamic}
内容 ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾀが接続されているﾎﾟｰﾄを表示する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <vlan_name>

　　ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾀが接続しているVLANの名前を入力する。
Static
　　Config router_portsｺﾏﾝﾄﾞを使ってﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾀが接続されている
　　ﾎﾟｰﾄを作成した条件のものを表示させる。
Dynamic
　　自動的にﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾀを検知したﾎﾟｰﾄを表示させる。

制限事項 なし。
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２１２１２１２１．．．．RoutRoutRoutRoutiiiing Tng Tng Tng Taaaable Commable Commable Commable Commannnnddddssss

Switch-M24L3のIPﾙｰﾄ情報に関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create iproute Default

<network_address>
<ipaddr>
<metric>

delete iproute Default
<network_address>

show iproute <network_address>
static
rip
ospf
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２１２１２１２１．．．．１１１１ create i create i create i create ipppproutroutroutrouteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、IPのﾙｰﾄ情報をIPﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙに作成します。

項目 内容
構文 Create iproute [default/<network_address>] <ipaddr> {<metric>}
内容 IPのﾙｰﾄ情報をIPﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙに作成する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Default

　　ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾙｰﾄ。
<network_address>
　　最終到達したいIPﾃﾞﾊﾞｲｽを含むﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ。
　　(例)172.16.1.0/24
<ipaddr>
　　最終到達したいﾈｯﾄﾜｰｸに接続されている、自分からみて直近の
　　ﾙｰﾀｱﾄﾞﾚｽ
<metric>
　　最終到達したいIPﾃﾞﾊﾞｲｽを含むﾈｯﾄﾜｰｸまで、何台のﾙｰﾀで接続され
　　ているかを指定する。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは1。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。



Switch-M24L3(MN33240) ｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ

145/192

２１２１２１２１．．．．２２２２ delete i delete i delete i delete ipppproutroutroutrouteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、IPのﾙｰﾄ情報を削除します。

項目 内容
構文 delete iproute [default/<network_address>]
内容 現在あるIPのﾙｰﾄ情報を削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Default

　　ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾙｰﾄ。
<network_address>
　　最終到達したいIPﾃﾞﾊﾞｲｽを含むﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ。
　　(例)172.16.1.0/24

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２１２１２１２１．．．．２２２２ show ipr show ipr show ipr show iprooooututututeeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、IPのﾙｰﾄ情報を表示します。

項目 内容
構文 show iproute {<network_address>} {static/rip/ospf}
内容 現在あるIPのﾙｰﾄ情報を表示する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <network_address>

　　最終到達したいIPﾃﾞﾊﾞｲｽを含むﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ。
　　(例)172.16.1.0/24
static
　　create iprouteｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾙｰﾄ情報のみを表示させる場合。
Rip
　　RIPによって入手したﾙｰﾄ情報のみを表示させる場合。
Ospf
　　OSPFによって入手したﾙｰﾄ情報のみを表示させる場合。

制限事項 なし。
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２２２２２２２２．．．．RoutRoutRoutRoute e e e RedRedRedRediiiistrstrstrstriiiibutiobutiobutiobution n n n ComComComCommamamamandndndndssss

Switch-M24L3の異なるﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙの情報をお互いに情報交換する為のｺﾏﾝﾄﾞ群を説明し

ます。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
create route
redistribute dst ospf

src [static / rip / local]
mettype [1/2]
metric <value>

create route
redistribute dst rip

Src [local / static /ospf {all / internal / external /
Type_1/type_2}
Metic <value>

delete route
redistribute

dst [rip / ospf]
src [local / static / ospf {all / internal / external /
type_1/type_2}
metric <value>

config route
redistribute dst ospf

src [static / rip / local]
mettype [1/2]
metric <value>

config route
redistribute dst rip

Src [local / static /ospf {all / internal / external /
Type_1/type_2}
Metic <value>

show route
redistribute

dst [rip / ospf]
src [rip / static / local / ospf]
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２２２２２２２２．．．．１１１１ create r create r create r create rooooute ute ute ute redistribredistribredistribredistribuuuutetetete dst osp dst osp dst osp dst ospffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾙｰﾄ情報をOSPFに変換して提供します。

項目 内容
構文 create route redistribute dst ospf scr [static/rip/local]

{mettype [1/2]/metric <value>}
内容 ﾙｰﾄ情報をOSPFに変換して送信させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Scr [static/rip/local]

　　元となるﾙｰﾄ情報の交換ﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定。
Mettype [1/2]
　　Metricの値を計算させる。
　　Mettypeが1の場合は、metricの値と相手のInterfaceのcostを加え
　　て計算し直す。
　　Mettypeが2の場合は、metricの値そのままを使う。
　　これが有効なのは、destinationがOSPFの時だけである。
Metric <value>
　　OSPFのcost。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２２２２２２２２．．．．２２２２ create r create r create r create rooooute ute ute ute redistribredistribredistribredistribuuuutetetete dst ri dst ri dst ri dst ripppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾙｰﾄ情報をRIPに変換して提供します。

項目 内容
構文 create route redistribute dst rip src [local/static/ospf

{all/internal/external/type_1/type_2}] {metric <value>}
内容 ﾙｰﾄ情報をRIPに変換して送信させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Scr [static/rip/local]

　　元となるﾙｰﾄ情報の交換ﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定。
{all/internal/external/type_1/type_2}
　　all
　　　　全てのﾊﾟﾗﾒｰﾀを交換させようとする。
　　Internal
　　　Internal routerの情報を交換させようとする。
　　External
　　　External routerの情報をこ交換させようとする。
　　Mettypeが1の場合は、metricの値と相手のInterfaceのcostを加え
　　て計算し直す。
　　Mettypeが2の場合は、metricの値そのままを使う。
　　これが有効なのは、destinationがOSPFの時だけである。
Metric <value>
　　RIPのcost。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２２２２２２２２．．．．３３３３ create r create r create r create rooooute ute ute ute redistribredistribredistribredistribuuuutetetete dst ri dst ri dst ri dst ripppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、ﾙｰﾄ情報をRIPに変換して提供します。

項目 内容
構文 create route redistribute dst rip src [local/static/ospf

{all/internal/external/type_1/type_2}] {metric <value>}
内容 ﾙｰﾄ情報をRIPに変換して送信させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Scr [static/rip/local]

　　元となるﾙｰﾄ情報の交換ﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定。
{all/internal/external/type_1/type_2}　(srcがOSPFの時)
　　all
　　　　全てのﾊﾟﾗﾒｰﾀを交換させようとする。
　　Internal
　　　Internal routerの情報を交換させようとする。
　　External
　　　External routerの情報をこ交換させようとする。
　　Mettypeが1の場合は、metricの値と相手のInterfaceのcostを加え
　　て計算し直す。
　　Mettypeが2の場合は、metricの値そのままを使う。
Metric <value>
　　RIPのcost。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２２２２２２２２．．．．４４４４ delete r delete r delete r delete rooooute ute ute ute redistribredistribredistribredistribuuuutttteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、create route redistributeｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾙｰﾙを削除します。

項目 内容
構文 delete route redistribute

[dst [rip/ospf] src [rip/static/local/ospf]]
内容 create route redistributeｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾙｰﾙを削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Dst

　　送信するﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定。
Scr
　　元となるﾙｰﾄ情報の交換ﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２２２２２２２２．．．．５５５５ config r config r config r config rooooute ute ute ute redistribredistribredistribredistribuuuutetetete dst osp dst osp dst osp dst ospffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、create route redistribute dst ospfｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾙｰﾙの編集を行います。

項目 内容
構文 config route redistribute dst ospf src [static/rip/local] {mettype

[1/2]/metric <value>
内容 create route redistribute dst ospfｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾙｰﾙの編集をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Scr [static/rip/local]

　　元となるﾙｰﾄ情報の交換ﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定。
Mettype [1/2]
　　Metricの値を計算させる。
　　Mettypeが1の場合は、metricの値と相手のInterfaceのcostを加え
　　て計算し直す。
　　Mettypeが2の場合は、metricの値そのままを使う。
　　これが有効なのは、destinationがOSPFの時だけである。
Metric <value>
　　OSPFのcost。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２２２２２２２２．．．．６６６６ config r config r config r config rooooute ute ute ute redistribredistribredistribredistribuuuutetetete dst ri dst ri dst ri dst ripppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、create route redistribute dst ripｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾙｰﾙの編集を行います。

項目 内容
構文 config route redistribute dist rip src

[local/static/ospf {all/internal/external/type_1/type_2}]
{metric <value>}

内容 create route redistribute dst ripｺﾏﾝﾄﾞで作成したﾙｰﾙの編集をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Scr [static/rip/local]

　　元となるﾙｰﾄ情報の交換ﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定。
{all/internal/external/type_1/type_2}　(srcがOSPFの時)
　　all
　　　　全てのﾊﾟﾗﾒｰﾀを交換させようとする。
　　Internal
　　　Internal routerの情報を交換させようとする。
　　External
　　　External routerの情報をこ交換させようとする。
　　Mettypeが1の場合は、metricの値と相手のInterfaceのcostを加え
　　て計算し直す。
　　Mettypeが2の場合は、metricの値そのままを使う。
Metric <value>
　　RIPのcost。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２２２２２２２２．．．．７７７７ show rou show rou show rou show routttte redistribute redistribute redistribute redistributeeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、redistributeしている状況を表示させます。

項目 内容
構文 show route redistribute

{dst [rip/ospf] / src [rip/static/local/ospf]}
内容 redistributeしている状況を表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Dst

　　ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定をします。
Src
　　ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙの指定をします。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２３２３２３２３．．．．RIP RIP RIP RIP CCCCommaommaommaommannnnddddssss

Switch-M24L3のRIPに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
config rip ipif <ipif_name>

all
authentication[enabled <password> /disabled]
tx_mode [disabled/v1_only/v1_compatible/v2_only]
rx_mode [v1_only/v2_only/v1_and_v2/disabled]
state [enabled/disabled]

enable rip
disable rip
show rip ipif <ipif_name>
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２３２３２３２３．．．．１１１１ config r config r config r config riiiipppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、RIPのに関する設定をします。

項目 内容
構文 Config rip [ipif <ipif_name>/all]

tx_mode [disable/v1_only/v1_compatible/v2_only]
rx_mode [disable/v1_only/v2_only/v1_and_v2]
authentication [enabled <password 16> /disabled]
state [enable/disable]

内容 RIPに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ipif <ipif_name>

　　Ip Interfaceの名前を入力する。
All
　　全てのIp Interfaceに適応させる。
Tx_mode
　　どのようにRIPを送信するか決定する。
　　・disable　　RIPﾊﾟｹｯﾄを送信しない。
　　・v1_only　　RIP Version1を送信する。
　　・v1_compatible  RIP Version1相当を送信する。
　　・v2_only　　RIP Version2を送信する。
Rx_mode
　　そのようなRIPを受信するかを決定する。
　　・disable　　RIPﾊﾟｹｯﾄを受信しない。
　　・v1_only　　RIP Version1のみを受信する。
　　・v2_only　　RIP Version2のみを受信する。
　　・v1_and_v2　RIP Version1と2の両方を受信する。
Authentication
　　RIPでの認証を行なうかどうかの設定をする。
State
　　RIPを指定したipifで有効にするかしないかを設定する。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２３２３２３２３．．．．２２２２ enable r enable r enable r enable riiiipppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3全体で、RIPを有効にする設定をします。

項目 内容
構文 Enable rip
内容 RIPを有効に設定する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２３２３２３２３．．．．３３３３ disable  disable  disable  disable rrrriiiipppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3全体で、RIPを無効にする設定をします。

項目 内容
構文 Disable rip
内容 RIPを無効に設定する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２３２３２３２３．．．．３３３３ show ri show ri show ri show ripppp

このｺﾏﾝﾄﾞで、RIPに関する設定した内容を表示します。

項目 内容
構文 show rip {ipif <ipif_name>}
内容 RIPの設定内容を表示。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ipif <ipif_name>

　　RIPの情報を知りたいIp Interfaceの名前を入力する。
制限事項 なし。
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２４２４２４２４．．．．BootBootBootBootpppp/DHC/DHC/DHC/DHCP P P P ReReReRellllay Coay Coay Coay Commmmmandmandmandmandssss

Switch-M24L3のDHCP Relay設定に関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Config bootp_relay hops <value>

time <sec>
Config bootp_relay add ipif <ipif_name>

<ipaddr>
Configbootp_relay
delete

ipif <ipif_name>
<ipaddr>

Enable bootp_relay
Disable bootp_relay
show bootp_relay Ipif <ipif_name>
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２４２４２４２４．．．．１１１１ config b config b config b config boooootp_relaotp_relaotp_relaotp_relayyyy

このｺﾏﾝﾄﾞで、DHCP Relay Agentの設定をします。

項目 内容
構文 config bootp_relay {hops <value>} {time <sec>}
内容 DHCPをﾙｰﾀ越えで実行できる設定。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hops <value>

　　DHCPﾊﾟｹｯﾄがDHCP Serverまで到達するまでに越えるﾙｰﾀの数の最大
　　数。
　　範囲は 1～16。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 4。
time <sec>
　　ｽｲｯﾁがDHCPﾊﾟｹｯﾄをﾘﾚｰするのにかかる最小の時間(秒)。
　　この値を超えた場合は、ｽｲｯﾁはDHCPﾊﾟｹｯﾄを破棄する。
　　範囲は 0～65535(秒)。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは0秒。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２４２４２４２４．．．．２２２２ config b config b config b config boooootp_relay adotp_relay adotp_relay adotp_relay addddd

このｺﾏﾝﾄﾞで、DHCP Relay Agentの設定をします。

項目 内容
構文 config bootp_relay add ipif <ipif_name> <ipaddr>
内容 DHCPﾊﾟｹｯﾄが最終到達されるべきIP ｱﾄﾞﾚｽを設定する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ipif <ipif_name>

　　受け取ったDHCPﾊﾟｹｯﾄをﾌｫﾜｰﾄﾞしたいInterfaceの名前を入力する。
<ipaddr>
　　DHCP ServerのIP Address。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。



Switch-M24L3(MN33240) ｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ

164/192

２４２４２４２４．．．．３３３３ config b config b config b config boooootp_relay delotp_relay delotp_relay delotp_relay deleeeetttteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、DHCP Relay Agentの設定を削除します。

項目 内容
構文 config bootp_relay delete ipif <ipif_name> <ipaddr>
内容 DHCP Relay設定を削除する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ipif <ipif_name>

　　受け取ったDHCPﾊﾟｹｯﾄをﾌｫﾜｰﾄﾞしたいInterfaceの名前を入力する。
<ipaddr>
　　DHCP ServerのIP Address。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２４２４２４２４．．．．４４４４ enable b enable b enable b enable boooootp_relayotp_relayotp_relayotp_relay

このｺﾏﾝﾄﾞで、DHCP Relay設定を有効にする。

項目 内容
構文 enable bootp_relay
内容 DHCP Relay設定を有効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２４２４２４２４．．．．５５５５ disable  disable  disable  disable bbbbootp_relayootp_relayootp_relayootp_relay

このｺﾏﾝﾄﾞで、DHCP Relay設定を無効にする。

項目 内容
構文 Disable bootp_relay
内容 DHCP Relay設定を無効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２４２４２４２４．．．．６６６６ show boo show boo show boo show boottttp_relayp_relayp_relayp_relay

このｺﾏﾝﾄﾞで、DHCP Relayの設定を表示させる。

項目 内容
構文 show bootp_relay {ipif <ipif_name>}
内容 DHCP Relay設定を表示する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ipif <ipif_name>

　　受け取ったDHCPﾊﾟｹｯﾄをﾌｫﾜｰﾄﾞしたいInterfaceの名前を入力する
制限事項 なし。



Switch-M24L3(MN33240) ｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ

168/192

２５２５２５２５．．．．DNS DNS DNS DNS RRRRelay Comelay Comelay Comelay Commmmmandandandandssss

Switch-M24L3のDNS Relayに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
config dnsr Primary

secondary
nameserver <ipaddr>

config dnsr Add
delete
static <domain_name>
<ipaddr>

enable dnsr
disable dnsr
enable dnsr cache
disable dnsr
cache
enable dnsr static
disable dnsr static
show dnsr static
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２５．１ config dnsr

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3をDNS Relay機器として使用できる設定をします。

項目 内容
構文 config dnsr [primary/secondary] nameserver <ipaddr>
内容 Switch-M24L3をDNS Relay Agnetとして使用する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ primary

　　Primary DNS Serverと定義する。
Secondary
　　Secondary DNS Serverと定義する。
nameserver <ipaddr>
　　それぞれのServerのIP Address

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２５２５２５２５．．．．２２２２ enable d enable d enable d enable dnnnnssssrrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3をDNS Relay機能を有効にします。

項目 内容
構文 enable dnsr
内容 Switch-M24L3のDNS Relay機能を有効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２５２５２５２５．．．．３３３３ disable  disable  disable  disable ddddnsnsnsnsrrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3をDNS Relay機能を無効にします。

項目 内容
構文 disable dnsr
内容 Switch-M24L3のDNS Relay機能を無効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２５２５２５２５．．．．４４４４ enable d enable d enable d enable dnnnnsr cachsr cachsr cachsr cacheeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のDNS Relay機能でｷｬｯｼｭを有効にします。

項目 内容
構文 enable dnsr cache
内容 Switch-M24L3のDNS Relay機能でｷｬｯｼｭを有効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２５２５２５２５．．．．５５５５ disable  disable  disable  disable ddddnsr cachnsr cachnsr cachnsr cacheeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のDNS Relay機能でｷｬｯｼｭを無効にします。

項目 内容
構文 disable dnsr cache
内容 Switch-M24L3のDNS Relay機能でｷｬｯｼｭを無効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２５２５２５２５．．．．５５５５ show dns show dns show dns show dnsrrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のDNS Relay機能の設定を表示させます。

項目 内容
構文 show dnsr
内容 Switch-M24L3のDNS Relay機能の設定を表示させます。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．OSPF CommOSPF CommOSPF CommOSPF Commaaaandndndndssss

Switch-M24L3のOSPFに関するｺﾏﾝﾄﾞ群を説明します。

以下に本章で説明しますｺﾏﾝﾄﾞ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
config ospf router_id <ipaddr>
enable ospf
disable ospf
show ospf
create ospf area <area_id>

type [normal/stub]
stub_summary [enabled/disabled]
metric <value>

delete ospf area <area_id>
config ospf area <area_id>

type [normal/stub]
stub_summary [enabled/disabled]
metric <value>

show ospf area <area_id>
create ospf
host_route

<ipaddr>
area <area_id>
metric <value>

delete ospf
host_route

<ipaddr>

config ospf
host_route

<ipaddr>
area <area_id>
metric <value>

show ospf
host_route

<ipaddr>

show ospf lsdb Area_id <ipaddr>
Advertise_router <ipaddr>
Type [rtrlink/netlink/summary/assummary/asextlink/
Nssa_ext]

show ospf
neighbor

<ipaddr>

config ospf ipif <ipif_name>
area <area_id>
priority <value>
hello_interval <sec>
dead_interval <sec>
authenticaiton [none/simple <password>/ md5 <key_id>
metric <value>
state [enabled/disabled]

show ospf ipif <ipif_name>
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２６２６２６２６．．．．１１１１ config o config o config o config osssspf router_idpf router_idpf router_idpf router_id

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFのrouter_idの設定を行なう。

項目 内容
構文 Config ospf router_id <ipaddr>
内容 Switch-M24L3のOSPFのRouter_idの設定を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　OSPFのRouter_id
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．２２２２ enable o enable o enable o enable ossssppppffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFの機能を有効にする。

項目 内容
構文 Enable ospf
内容 Switch-M24L3のOSPFの機能を有効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．３３３３ disable  disable  disable  disable oooospspspspffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFの機能を無効にする。

項目 内容
構文 Disable ospf
内容 Switch-M24L3のOSPFの機能を無効にする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．４４４４ show osp show osp show osp show ospffff

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFの設定や現状の状況を表示させる。

項目 内容
構文 Show ospf
内容 Switch-M24L3のOSPFの設定や現状の状況を表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし。
制限事項 なし。
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２６２６２６２６．．．．５５５５ create o create o create o create osssspf arepf arepf arepf areaaaa

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱの作成、そのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行なう。

項目 内容
構文 create ospf area <area_id> type [norma/stub] {stub_summary

[enabled/disabled]/metric <value>}]
内容 Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱの作成や、それに関する設定を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <area_id>

　　OSPFのｴﾘｱID
type [norma/stub]
　　OSPFのｴﾘｱﾓｰﾄﾞ
・ Stub
・ Normal

stub_summary
　　stubｴﾘｱ内にﾃﾞﾌｫﾙﾄﾙｰﾄ以外の経路情報を通知するかどうか。
　　Enabledの場合は通知する。Disabledの場合は通知しない。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．６６６６ delete o delete o delete o delete osssspf arepf arepf arepf areaaaa

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱの削除を行なう。

項目 内容
構文 delete ospf area <area_id>
内容 Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱの削除を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <area_id>

　　OSPFのｴﾘｱID
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６．２６．２６．２６．7 7 7 7 cccconfig ospf areonfig ospf areonfig ospf areonfig ospf areaaaa

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱのﾊﾟﾗﾒｰﾀの編集を行なう。

項目 内容
構文 config ospf area <area_id> type [normal/stub] {stup_summary

[enabled/disabled]/metric <value>}]
内容 Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱのﾊﾟﾗﾒｰﾀの編集を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <area_id>

　　OSPFのｴﾘｱID
type [norma/stub]
　　OSPFのｴﾘｱﾓｰﾄﾞ
・ Stub
・ Normal

stub_summary
　　stubｴﾘｱ内にﾃﾞﾌｫﾙﾄﾙｰﾄ以外の経路情報を通知するかどうか。
　　Enabledの場合は通知する。Disabledの場合は通知しない。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．８８８８ show osp show osp show osp show ospf f f f areareareareaaaa

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱの設定内容の表示を行なう。

項目 内容
構文 show ospf area {<area_id>}
内容 Switch-M24L3のOSPFのｴﾘｱの設定内容の表示を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <area_id>

　　OSPFのｴﾘｱID
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．９９９９    createcreatecreatecreate o o o osssspf host_routpf host_routpf host_routpf host_routeeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPFのHostﾙｰﾄを作成する。

項目 内容
構文 create ospf host_route <ipaddr> {area <area_id>/metric <value>}
内容 Switch-M24L3のOSPFのHostﾙｰﾄの作成を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　ﾀｰｹﾞｯﾄとなるHostのIP Address
<area_id>
　　OSPFのｴﾘｱID
metric <value>
　　metric
　　範囲は 1～65535。

 制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．１０１０１０１０ de de de dellllete ospf hostete ospf hostete ospf hostete ospf host____routroutroutrouteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、Switch-M24L3のOSPF Hostﾙｰﾄを削除する。

項目 内容
構文 delete ospf host_route <ipaddr>
内容 Switch-M24L3のOSPF Hostﾙｰﾄの削除を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　ﾀｰｹﾞｯﾄとなるOSPF HostのIP Address
制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．１１１１１１１１ co co co connnnfig ospf hostfig ospf hostfig ospf hostfig ospf host____routroutroutrouteeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、create ospf host_routeで作成したﾊﾟﾗﾒｰﾀを編集する。

項目 内容
構文 config ospf host_route <ipaddr> {area <area_id>/metric <value>}
内容 Switch-M24L3のOSPF Hostﾙｰﾄの編集を行なう。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　ﾀｰｹﾞｯﾄとなるOSPF HostのIP Address
<area_id>
　　ｴﾘｱID
metric <value>
　　範囲は 1～65535

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．１２１２１２１２ sh sh sh shoooow ospf host_rw ospf host_rw ospf host_rw ospf host_rooooututututeeee

このｺﾏﾝﾄﾞで、config ospf host_routeで作成したﾃｰﾌﾞﾙの確認をする。

項目 内容
構文 show ospf host_route <ipaddr>
内容 config ospf host_routeで作成したﾃｰﾌﾞﾙの確認をする。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　ﾀｰｹﾞｯﾄとなるOSPF HostのIP Address
制限事項 なし。
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２６２６２６２６．．．．１３１３１３１３ sh sh sh shoooow ospf lsdw ospf lsdw ospf lsdw ospf lsdbbbb

このｺﾏﾝﾄﾞで、OSPF Link State Databaseを表示させます。

項目 内容
構文 show ospf lsdb {area <area_id>/advertise_router <ipaddr> /type

[rtrlink/netlink/summary/assummary/asextlink/nssa_ext
内容 Switch-M24L3のOSPF Link State Database(OLSB)を表示させる。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <area_id>

　　ｴﾘｱID
<ipaddr>
　　ﾀｰｹﾞｯﾄとなるOSPF HostのIP Address
type
　　LINKのﾀｲﾌﾟを選択。

制限事項 なし。
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２６２６２６２６．．．．１４１４１４１４ sh sh sh shoooow ospf neighbw ospf neighbw ospf neighbw ospf neighboooorrrr

このｺﾏﾝﾄﾞで、現時点での隣にあるOSPFﾙｰﾀの経路情報の表示をさせるﾙｰﾄﾃｰﾌﾞﾙをさせる。

項目 内容
構文 show ospf neighbor {<ipaddr>}
内容 現状の隣接するOSPFﾙｰﾀの経路情報の表示。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipaddr>

　　ﾀｰｹﾞｯﾄとなるOSPF HostのIP Address
制限事項 なし。
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２６２６２６２６．．．．１５１５１５１５ co co co connnnfig ospf ipiffig ospf ipiffig ospf ipiffig ospf ipif

このｺﾏﾝﾄﾞで、OSPFのIP Interfaceに関する設定を実施する。

項目 内容
構文 config ospf ipif <ipif_name> {area<area_id>/priority <value> /

hello_interval<sec>/dead_interval <sec>/authentication
[none/simple <password>]/metric <value>/state
[enabled/disabled]}

内容 IP Interfaceに関する設定を実施する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　Ip　Interfaceの名前。
<area_id>
　　ｴﾘｱID
priority <value>
　　DRで選択されたﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨｰ。
　　範囲は 0～255。
hello_interval<sec>
　　Helloﾊﾟｹｯﾄの送信間隔(秒)。
　　範囲は 5～65535。
　　Hello interval,dead interval,Authorization typeは同じﾈｯﾄﾜｰｸ
　　上では同一にする事。
dead_interval <sec>
　　選択されたｴﾘｱのﾙｰﾀがﾀﾞｳﾝするして、隣接のﾙｰﾀからHelloﾊﾟｹｯﾄを
　　受け取るまでの時間間隔(秒)。
　　範囲は 5～65535。
metric <value>
　　範囲は 1～65535。
state [enabled/disabled]
　　このｺﾏﾝﾄﾞを有効(enabled)、無効(disabled)にする。

制限事項 このｺﾏﾝﾄﾞはｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ権限を持っているﾕｰｻﾞのみ使用可能。
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２６２６２６２６．．．．１６１６１６１６ sh sh sh shoooow ospf ipifw ospf ipifw ospf ipifw ospf ipif

このｺﾏﾝﾄﾞで、OSPFのIP Interfaceに関する情報を表示させる。

項目 内容
構文 show ospf ipif <ipif_name>
内容 IP Interfaceに関する情報を表示する。
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ <ipif_name>

　　Ip　Interfaceの名前。
制限事項 なし。



追加マニュアル　Access Control List Commands 

書式 パラメータ 

create 

access_profile  

ethernet  

vlan 

source_mac <macmask> 

destination_mac <macmask>  

802.1p 

ethernet_type 

ip  

vlan 

source_ip_mask <netmask> 

destination_ip_mask <netmask> 

dscp <value> 

icmp  

type 

code 

igmp  

type 

tcp  

src_port_mask <hex 0x0-0xfff> 

dst_port_mask <hex 0x0-0xfff> 

udp 

udp src_port_mask <hex 0x0-0xfff> dst_port_mask  

<hex 0x0-0xfff> 

protocol_id  

user_mask <hex 0x0-0xffffffff>  

permit 

deny 

profile_id <value 1-255>} 

delete 

access_profile 

profile_id <value 1-255> 

config 

access_profile 

profile_id <value 1-255>  

add access_id <value 1-255>  

ethernet  

vlan <vlan_name 32> 

source_mac <macaddr> 

destination_mac <macaddr> 



書式 パラメータ 

802.1p <value 0-7> 

ethernet_type <hex 0x0-0xfff> 

ip  

vlan <vlan_name 32> 

source_ip <ipaddr> 

destination_ip <ipaddr> 

dscp <value> 

icmp  

type <value 0-255>  

code <value 0-255> 

igmp  

type <value 0-255> 

tcp  

src_port <value 0-65535> 

dst_prot <value 0-65535> 

udp  

src_port <value 0-65535> 

dst_port <value 0-65535> 

protocol_id <value 0-255>  

user_define <hex 0x0-0xffffffff> 

priority <value 0-7>  

replace_priority 

replace_dscp <value 0-63> 

delete <value 1-255> 

 

例ですが、10.42.73.0 から 10.42.73.255 宛ての全てのトラフィックを遮断したい場合、 

まず始めに 

create access_profile コマンドを使って、一つのプロファイルを作成します。 

 

create access_profile ip source_ip_mask 255.255.255.0 profile_id 1 deny 

 

profile_id は、1-255 の整数ですが、数字が小さい程、優先順位が高くなります。最大 10個 

のプロファイルを作成することが出来ます。又、本システムは、デフォルトでは全てのパケッ

トはフォワード（許可：permit）するようになっております。 

次に、Config access_profile コマンドを使って、具体的な IP のパラメータを設定します。

その場合、どのプロファイルを使うかの指定は、create acess_profile コマンドで定義した 

profile_id を指定します。 



 

config access_profile profile_id 1 add access_id 1 ip source_ip 10.42.73.1 

 

あえて、10.42.73.1 と入力しておりますが、create access_profile コマンドでマスクを

255.255.255.0 に指定しておりますので、この部分は 10.42.73.0 から 10.42.73.255 と同じ意

味を持ちます。 

このような、 config access_profile は、create access_profile 毎に最大 50 個作成できま

す。 

 

但し、本システム全体で、create access_profile は 50 個まで作成できます。 

以下の設定が最大になります。 

 create access_profile ******** profile_id 1 ***** 

 config access_profile profile_id 1 ***** 

 config access profile profile_id 2 ***** 

    | 

 config access profile profile_id 15 ****   profile_id 1 で 15 個作成 

 

 create access_profile ******** profile_id 2 ***** 

 config access_profile profile_id 16 ***** 

 config access profile profile_id 17 ***** 

    | 

 config access profile profile_id 40 ****   profile_id 2 で 25 個作成 

 

 create access_profile ******** profile_id 3 ***** 

 config access_profile profile_id 41 ***** 

 config access profile profile_id 42 ***** 

    | 

 config access profile profile_id 50 ****   profile_id 3 で 10 個作成 

 



 

create access_profile 

目的 アクセスプロファイルを作成します。 

構文 create access_profile [ethernet {vlan/source_mac 

<macmask>/destination_mac <macmask> /802.1p/ethernet_type}/ip 

{vlan/source_ip_mask <netmask>/destination_ip_mask <netmask>/dscp/[icmp 

{type/code}/igmp {type}/tcp {src_port_mask <hex 0x0-0xffff>/dst_port_mask 

<hex 0x0-0xffff>}/udp {src_port_mask <hex 0x0-0xfff>/dst_port_mask <hex 

0x0-0xffff>}/protocol_id {user_mask <hex 

0x0-0xffffffff>}]}]{[permit/deny]/profile_id <value 1-255>} 

パラメータ ethernet − パケットヘッダのレイヤ２部分を参照します。 

vlan − パケットヘッダの VLAN 部分を参照します。 

source_mac <macmask> − 発信元 MAC アドレスを参照します。  

destination_mac <macmask> − 宛先 MAC アドレスを参照します。 

802.1p − 802.1p プライオリティ値を参照します。 

ethernet_type − フレームヘッダのイーサネットタイプ値を参照します。 

ip − フレームヘッダの IP アドレスを参照します。 

vlan − VLAN のマスクを参照します。  

source_ip_mask <netmask> − 発信元 IP アドレスのマスクを指定します。 

destination_ip_mask <netmask> − 宛先 IP アドレスのマスクを指定します。 

dscp − 条件に DSCP を追加します。 

icmp − 条件に ICMP を追加します。 

type <value 0-65535> − 上記の ICMP のタイプ値を設定します。 

code <value 0-255> − 上記の ICMP コードを設定します。 

igmp − 条件に IGMP を追加します。 

type <value 0-255> − 上記の IGMP のタイプ値を設定します。 

tcp − 条件に TCP ポートを追加します。 

src_port <value 0-65535> − 上記の発信元 TCP ポートを設定します。 

dst_port <value 0-65535> − 上記の宛先 TCP ポートを設定します。 

udp − 条件に UDP ポートを追加します。 

src_port <value 0-65535> − 上記の発信元 UDP ポートを設定します。 

dst_port <value 0-65535> − 上記の宛先 UDP ポートを設定します。 

protocol_id − プロトコル ID を設定します。 

user_mask <hex 0x0-0xffffffff> − プロトコル ID のマスクを設定します。 

permit − 設定された条件にに適合するパケットのフォワードを許可します。 

deny − 設定された条件に適合しないパケットのフォワードを拒否します。 

profile_id <value 1-255> −作成されたアクセスプロファイルの ID 番号を指定

します。 



create access_profile 

制限事項 管理者権限を持つユーザのみ実行可能. 

 

MN33240:4# create access_profile ip source_ip_mask 255.255.255.0 profile_id 1 deny 

Command: create access_profile ip source_ip_mask 255.255.255.0 profile_id 1 deny 

 

Success. 

 

MN33240:4# 

 



 

delete access_profile 

目的 アクセスプロファイルを削除します。 

構文 delete access_profile [profile_id <value 1-255>] 

パラメータ profile_id <1～255（整数）> − create access_profile コマンドによって作成

されたアクセスプロファイルを ID(1～255 の間の整数)を指定し削除します。 

制限事項 管理者権限を持つユーザのみ実行可能. 

 

MN33240:4# delete access_profile profile_id 1  

Command: delete access_profile profile_id 1 

 

Success. 

 

MN33240:4# 

 



 

config access_profile 

目的 create access_profile コマンドによって作成されたアクセスプロファイルに

条件を追加します。 

構文 config access_profile profile_id <value 1-255> [add access_id <value 

1-255>] [ethernet {vlan <vlan_name 32>/source_mac 

<macaddr>/destination_mac <macaddr>/802.1 <value 0-7>/ethernet_type <hex 

0x0-0xffff}/ip{vlan <vlan_name>/source_ip <ipaddr>/destination_ip 

<ipaddr>/dscp <value 0-63>/[icmp {type <value 0-65535> code <value 

0-255>}/igmp {type <value 0-255>}/tcp {src_port <value 0-65535>/dst_port 

<value 0-65535>}/ udp {src_port <value 0-65535>/dst_port <value 

0-65535>}/protocol_id <value 0-255> {user_define <hex 

0x0-0xffffffff>}]}]{priority <value 0-7> {replace_priority}/replace_dscp 

<value 0-63>}/delete <value 1-255>] 

パラメータ profile_id <value 1-255> − 設定を追加するアクセスプロファイルの ID を指定

します。 

add access_id <value 1-255> − 追加する条件の ID を指定します。ID の値が低

い方が優先されます。 

ethernet − パケットヘッダのレイヤ２部分を参照します。 

vlan <VLAN> − 条件に VLAN を追加します。 

source_mac <macaddr> − 条件に発信元 MAC アドレスを追加します。 

destination_mac <macaddr> − 条件に宛先 MAC アドレスを追加します。 

802.1p <value 0-7> − 条件に 802.1p プライオリティ値を追加します。 

ethernet_type <hex 0x0-0xffff> − 16 進数で Ethernet の Type を定義します。

ip − 条件に IP を指定します。vlan <vlan_name 32> − 条件に VLAN を追加しま

す。 

source_ip <ipaddr> − 条件に発信元 IP アドレスを追加します。 

destination_id <value 0-255> − 条件に宛先 IP アドレスを追加します。 

dscp <value 0-63> − 条件に DSCP を追加します。 

icmp − 条件に ICMP を追加します。 

type <value 0-65535> − 上記の ICMP のタイプ値を設定します。 

code <value 0-255> − 上記の ICMP コードを設定します。 

igmp − 条件に IGMP を追加します。 

type <value 0-255> − 上記の IGMP のタイプ値を設定します。 

tcp − 条件に TCP ポートを追加します。 

src_port <value 0-65535> − 上記の発信元 TCP ポートを設定します。 

dst_port <value 0-65535> − 上記の宛先 TCP ポートを設定します。 

udp − アクセスプロファイルに UDP ポートを追加します。 



config access_profile 

src_port <value 0-65535> − 上記の発信元 UDP ポートを設定します。 

dst_port <value 0-65535> − 上記の宛先 UDP ポートを設定します。 

protocol_id <value 0-255> − IP のプロトコル番号を設定します。 

user_define <hex 0x0-0xfffffff> − ユーザが定義している IP のプロトコル番

号を設定します。 

priority <value 0-7> − 802.1p プライオリティ値を設定します。 

replace_priority − 802.1p プライオリティ値を変更します。 

replace_dscp <value 0-63> − 入ってきたパケットの DSCP 値を指定した値に変

更します。 

delete <value 1-255> − 指定したアクセスプロファイルを削除します。 

制限事項 管理者権限をもつユーザのみ実行可能. 

 

MN33240:4# config access_profile profile_id 1 add access_id 1 ip source_ip 10.42.73.1

Command: config access_profile profile_id 1 add access_id 1 ip source_ip 10.42.73.1 

 

Success. 

 

MN33240:4# 

 



 

show access_profile 

目的 アクセスプロファイルに設定された内容を表示します。 

構文 show access_profile 

パラメータ なし. 

制限事項 管理者権限をもつユーザのみ実行可能. 

 

使用例: 

アクセスプロファイルに設定された全ての内容を表示します。 

MN33240:4#  

Access Profile Table 

 

Access Profile  ID:1                                            

Mode : Deny 

                                                                              

TYPE : IP 

==================================================== 

MASK  Option  Source IP MASK 

                          255.255.255.0 

--------------------   ---------------------- 

Access ID 

--------------------   ---------------------- 

1                          10.42.73.0 

 

 

 



MN33240 ACL 設定例 

 

(1) VLAN 基本構成 

 

(2) ｻﾌﾞﾈｯﾄ単位でのﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ 

 

(3) ﾌﾟﾛﾄｺﾙ別、通信方向別ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ 

 

  



 (例-1) Teacher ﾈｯﾄﾜｰｸと Internet ﾈｯﾄﾜｰｸ、Student ﾈｯﾄﾜｰｸを作成する。 

    全てのﾈｯﾄﾜｰｸ端末が、異なるﾈｯﾄﾜｰｸへ接続できる。 

    Internet へ Router で接続されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 工場出荷時に設定されている Default VLAN のﾎﾟｰﾄ情報を削除する。 

 config vlan default delete 1-26  

 

  (2) 3 つの VLAN を作成する(VLAN-ID をそれぞれ 11,12,13)。 

 create vlan Teacher tag 11 

create vlan Internet tag 12 

create vlan Student tag 13 

 

  (3) 3 つの VLAN にﾎﾟｰﾄを割り付ける(Untag ﾎﾟｰﾄ)。 

 config vlan Teacher add untagged 1-8 

config vlan Internet add untagged 9-16 

config vlan Student add untagged 17-24 

 

  (4) 3 つの VLAN にそれぞれ IP 関連情報を設定する。 

 create ipif Ip-Teacher 172.16.1.254/24 Teacher state enabled 

create ipif Ip-Internet 172.16.2.254/24 Internet state enabled  

create ipif Ip-Student 172.16.3.254/24 Student state enabled 

 

  (5) Internet への経路を作成する。 

  create iproute default 172.16.2.253 

Rroute

Student 

172.16.3.0 

Internet 

172.16.2.0

Teacher 

172.16.1.



(例-2) Teacher ﾈｯﾄﾜｰｸと Internet ﾈｯﾄﾜｰｸ間は通信ができる。又、Student ﾈｯﾄﾜｰｸと Internet

ﾈｯﾄﾜｰｸの間は通信ができる。 

    但し、Teacher ﾈｯﾄﾜｰｸと Student ﾈｯﾄﾜｰｸ間は通信ができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   config vlan default delete 1-26  

 create vlan Teacher tag 11 

create vlan Internet tag 12 

create vlan Student tag 13 

 config vlan Teacher add untagged 1-8 

config vlan Internet add untagged 9-16 

config vlan Student add untagged 17-24 

 create ipif Ip-Teacher 172.16.1.254/24 Teacher state enabled 

create ipif Ip-Internet 172.16.2.254/24 Internet state enabled  

create ipif Ip-Student 172.16.3.254/24 Student state enabled 

  create iproute default 172.16.2.253 

 

(1)  ﾌｨﾙﾀのﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを作成する 

   create access_profile ip source_ip_mask 255.255.255.0 destination_ 

   ip_mask 255.255.255.0 deny profile_id 10 

 

(2) ﾌｨﾙﾀのﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄに実際ﾌｨﾙﾀをかけたいｱﾄﾞﾚｽを設定する。 

   config access_profile profile_id 10 add access_id 11 ip source_ip 

   172.16.1.0 destination_ip 172.16.3.0 

   config access_profile profile_id 10 add access_id 12 ip source_ip 

   172.16.3.0 destination_ip 172.16.1.0 

Rroute

Student 

172.16.3.0 

Internet 

172.16.2.0

Teacher 

172.16.1.



(例-3) TeacherﾈｯﾄﾜｰｸとInternetﾈｯﾄﾜｰｸ間は通信ができる。又、Studentﾈｯﾄﾜｰｸと Internet

ﾈｯﾄﾜｰｸの間は通信ができる。 

    但し、①Teacher ﾈｯﾄﾜｰｸから Student ﾈｯﾄﾜｰｸへは TCP 通信が可能。②UDP は双方向 

    で通信できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   config vlan default delete 1-26  

 create vlan Teacher tag 11 

create vlan Internet tag 12 

create vlan Student tag 13 

 config vlan Teacher add untagged 1-8 

config vlan Internet add untagged 9-16 

config vlan Student add untagged 17-24 

 create ipif Ip-Teacher 172.16.1.254/24 Teacher state enabled 

create ipif Ip-Internet 172.16.2.254/24 Internet state enabled  

create ipif Ip-Student 172.16.3.254/24 Student state enabled 

  create iproute default 172.16.2.253 

 

(1)  ﾌｨﾙﾀのﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ作成及びｱﾄﾞﾚｽ設定(1) (片方向 TCP 通信) 

   create access_profile ip source_ip_mask 255.255.255.0 destination_ 

   ip_mask 255.255.255.0 tcp flag_bit deny profile_id 1 

   config access_profile profile_id 1 add access_id 11 ip source_ip 

   172.16.3.0 destination_ip 172.16.1.0 tcp syn 

    ただし、FTP 通信を片方向でできるようにするには、以下を追加。 

create access_profile ip source_ip_mask 255.255.255.0 destination_ip_mask  

255.255.255.0 tcp src_port_mask 0xFFFF permit profile_id 5 

config access_profile profile_id 5 add access_id 1 ip source_ip 192.168.2.0 

destination_ip 192.168.1.0 tcp src_port 20 

Rroute

TeacherPC 

StudentPC 

TCP OK 

UDP NG 

Student 

172.16.3.0 

Internet 

172.16.2.0

Teacher 

172.16.1.



 

  (2) ﾌｨﾙﾀのﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ作成及びｱﾄﾞﾚｽ設定(2) (UDP NG) 

   create access_profile ip source_ip_mask 255.255.255.0 destination_ 

   ip_mask 255.255.255.0 udp deny profile_id 2 

   config access_profile profile_id 2 add access_id 21 ip source_ip 

   172.16.1.0 destination_ip 172.16.3.0 udp 

   config access_profile profile_id 2 add access_id 22 ip source_ip 

   172.16.3.0 destination_ip 172.16.1.0 udp 

 




